
次世代モビリ ティ の実現に期待

豊かなシニアラ イフを

災害に万全の備えを

も っと チルド レンファ ースト へ

いきいきと 自己実現できるよ う に

グローバルに活躍したい
育児と 仕事を両立したい

女性が活躍できる社会へ

子供を安心して育てたい

も っと 柔軟に働きたい

男性育業の推進を

若者のチャレンジを応援

リ スキリ ングしたい

外国語を身に付けたい

再エネの実装を

地域コミ ュニティ の活性化を

世界一安全で安心な都市へ

国際競争力の強化を

自然と 調和したまちづく り を

GX や DX への投資を

官民協働の推進を

中小企業にもっと 支援を

新たなビジネスに挑戦したい

も っと 魅力あふれる街へ

キャリ ア形成のサポート を

スポーツを楽しみたい

芸術や文化を世界に発信したい

ヒ ート アイラ ンド 対策の推進を

東京産ブランド を盛り 上げたい

住み慣れた地域で必要な医療を

ナイ ト ラ イ フを楽し みたい

観光資源の開発を

DXを進め「 手取り 時間」を増やす

色々な生き方があっていい

地元をも っと 魅力的にしたい

東京戦略概要版（ 案）
～ 東 京 も っ と よ く な る ～

令和 7（ 2 0 2 5 ） 年1 月
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○時代には節目がある 。大き な 変化の波を 新た な 政治・ 経済・ 社会の形を 創る 契機と し 、人類は発展を 遂げてき まし た 。

　 そし て 今、私たち は、未曽有の危機で ある コ ロ ナ禍を 経て 、デジ タ ルの時代と も いう べき 新た な 幕開け、ま さ に節目を 迎えて いま す。

○緊迫する 国際情勢、気候危機、人口減少・ 少子高齢化。私た ち の「 こ れから 」を 考える 時、あまり に不確かで あり 、不安定で す。

○し かし 、そ れは同時に、変えら れな かっ たも のを 変え 、自分たち の力で 未来を いかよう にも デザイ ン で き る「 チャ ン ス 」で も あると 思っ て いま す。

○時代のスピ ード は極めて 速い。変化は加速度的だ 。こ れま で 1 0 0 年かけて 成し 遂げて いたこ と が、

　 5 0 年、2 0 年、さ ら に言えば、1 0 年で 実現で き る 世の中も 、も はや夢物語で はあり ま せん。

○だと する なら ば―― 2 0 5 0 年代 の東京、そ れは、たっ た 2 5 年後に訪れる 未来で すが、こ れま でと は全く 異な る 未来が、私た ち を 待っ て いるこ と でしょう 。

　 今、新たに将来像、すな わち 都政の羅針盤を 描く 理由は、ま さ にそこ にある ので す。

○今回策定し た「 2 0 5 0 東京戦略」には、都民の皆様から いただ いた「 も っと 東京を こ う し た い！」と いう 想いも ギュッ と 詰め込ま れて いま す。

　 先人た ち が築いた 礎の上に、「 都民フ ァ ースト 」、「 都民が第一」の視点で 、世界の成長を 牽引する 都市へと 東京をリ・ ビ ルド（ 再構築）し て いき ま す。

○変化を 恐れず、古い 発想や先入観にと ら われず、A I技術などこ れまで にな い 新た な 手法も 積極的に取り 入れ、取組を さ ら に加速さ せて いく 。

　 そし て 、徹底し た D Xによっ て 、都民の「 手取り 時間」を 増やすこ と こ そ 、明る い未来の鍵で す。

○都民の命と 暮ら し 、そし て 未来を 守る「 首都防衛」。こ の言葉を 胸に、すべて の「 人」が輝き 、

　 一 人 ひ と り が 幸 せ を 実 感 で き る よ う な「 成 長 」と「 成 熟 」が 両 立し た「 世 界 で 一 番 の 都 市・ 東 京 」を 、

　 皆 様と 共 に 実 現し て ま いり ま す 。

　 令 和７（ 2 0 2 5 ） 年１ 月

な ぜ 今 、「 2 0 5 0 年 代 」 の 東 京 を 描 く の か

東 京 都 知 事
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すべての「 人」 が輝き、一人ひとり が幸せを実感できる

「 成長」と「 成熟」 が両立し た「 世界で一番の都市・ 東京」

2 0 5 0 東京戦略 ～東京 も っ と よく なる ～

　 気候危機の深刻化や少子高齢化、生成AIをはじ めとするテクノ ロジーの爆発的進化など、

社会は予想し 得ないスピード で変化を続けています。こう した時代だからこそ、加速度的な変化をチャンスに変えて、

さ らなる飛躍に向けた航路を描いていく 必要があります。

　 「 205 0東京戦略」 は、20 5 0 年代に目指す東京の姿「 ビジョ ン」 を実現するため、

2035 年に向けて取り 組む政策を取り まと めた、都政運営の新たな羅針盤です。

ダイバーシティ

誰も が将来の夢や希望を叶え

もっと 一人ひとり が輝く 東京へ

もっと！！

シンTOKYO2050
スマート  シティ

東京のポテンシャルを磨き上げ

もっと 活力溢れる東京へ

もっと！！

セーフ  シティ

強靭で持続可能な都市を創造し

もっと 安全・ 安心な東京へ

もっと！！

新たな 羅針盤

2 0 5 0 年代のビ ジョ ン
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一人ひと り が輝く 明る い 未来の東京の実現に向け、東京都は様々な 政策に取り 組んで き まし た 。

こ れま で の主な 成果を ご 紹介し ま す。

こ れまでの取組と 成果

ダ イ バ ー シ テ ィ ～「 人 」 が 輝 く 社 会 に 向 け た 取 組 ～

● 保育士処遇改善

● 保育士等のキャリ アアッ プ 支援

● 保育所等の整備促進

● 子供一人当たり

　  月額５ 千円支給

● ママパパ応援・ 出産子育て応援事業 

　  妊娠時 6 万円　 出産後 10 万円

　 １歳または２ 歳前後 6 万円

● 不妊治療

　  保険適用外の先進医療費用を 都独自に助成

　 （ 事実婚世帯へ対象拡大、所得制限緩和）

● 卵子凍結

　  採卵準備の投薬・ 採卵・ 卵子凍結に

　  かかる費用に対し 上限3 0 万円の助成

　 　 (調査協力助成金 ２ 万円/年 2028 年度まで）

● 国を 先導する教育費負担軽減

　  私立中学校等 10 万円支援 

高等学校等 実質無償化 

都立大等 実質無償化

所得制限なし！

● 子供の意見やアイデアを反映し た

東京都こども ホームページ

● 都営地下鉄全路線に

　  子育て応援スペース導入

子育てにかかる経済的負担を軽減

都の先駆的取組が

国の施策へつながる

待機児童をほぼ解消！

子供を授かり たいに応える授業料支援の

所得制限を撤廃

子供の目線で

情報発信を強化

育休？いいえ、育業

みんなで育てるし ごと

子育ての

きめ細かなニーズに

● 都内の男性育業率上昇！！

子供・ 子育て

子供・ 子育て 子供・ 子育て 子供・ 子育て

子供・ 子育て 子供・ 子育て 子供・ 子育て

▼

© 202 5  G u lla ne(Tho m as)Lim ited .※202 5 年1月時点2016年

8 ,466人

2024年

361人

待機児童

9 6％減 累計

7,0 0 0
万PV

2023年

38 .9 %

2015年

4.5%

約

8 .6 倍
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● 体験型英語学習施設

　  TO KYO  G LO BA L G ATEW AY

　  設置（ 青海2 018 年度・ 立川2 02 2 年度）

10 0 ％

（ 2 02 0 年）

 3 .9人/台

（ 2 019 年）
▶

3 0 年間で

2 5 年間で

16 年間で

● 端末一人1台の学習環境

● 教育のデジタ ル化が推進

● 高速通信網の整備

● 都の審議会等の女性任用率を

4 0 ％以上と する

● 特別養護老人ホーム

● 介護老人保健施設

● 認知症高齢者グループ

　  ホーム

● だれも が遊べる児童遊具広場

　  を砧公園、府中の森公園などの

　  都立公園に整備

● はたらく 女性スクエアを開設

　  （ 2 02 4 年9 月）

　  キャリ ア相談や労働相談などを

　  通じ 、女性の活躍をサポート

● 活躍し 続けたい

　  シニアのキャリ アシフト を後押し

● 2 018 年10 月 人権尊重条例制定

● 2 02 2 年11月

　  東京都パート ナーシッ プ 宣誓制度

　  創設

スマート スクールを実現 東京都版

「 クオータ 制」 を導入

介護サービス基盤

を 着実に整備

インクルーシブな公園

の整備

女性の働き方を

サポート

英語力の向上など

グローバル人材を育成

いつまでも 活躍できる 誰も が自分らし く

暮らせるまちに

教育

教育

女性活躍

女性活躍

共生社会長寿（ Ch ō j u ）

長寿（ Ch ō j u ） 共生社会

10 0 ％

（ 2 0 21年）

16 .6 %

（ 2 019 年）
▶

プラ チナ・
キャリ アセンタ ー

（ 2 02 4 年６ 月開設）

人手不足企業

シニア人材

マッ チン グ
支援

2024年

47.2 %

2016年

27.6%

3 .7万

人分増

1.6 万

人分増

0 .71万

人分増
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ス マ ー ト  シテ ィ ～ 都 市 の 成 長 へ と つ な が る 取 組 ～

こ れまでの取組と 成果

● 国内外からスタ ート アッ プが集い、

交流する拠点を開設 
（ 2 02 3 年度）

● 持続可能な都市を

　  高い技術力で

　  実現する

　  スシテッ ク 東京

● 出展スタ ート アップ

　  4 3 0 社超

　  首長級による共同声明

　  世界4 5 の都市

　  ２ 年でアジア最大級！！

● 都内のキャッ シュレス決済比率

● 多摩産材製品の展示等

　  を行う 情報発信拠点を開設

（ 2 02 3 年度）

● 売上高対前年度比がプラスの 

中小企業の割合

スタ ート アッ プの

一大拠点

SusHi Tech  To k yo
（ Susta inab le High City Tech To k yo）

多摩産材の利用拡大キャッ シュレス

決済比率が向上

東京全体のDXを加速行政手続のデジタル化 中小企業の経営力強化

スタート アップ

スタート アップ

デジタ ル

デジタ ル

デジタ ル 産業

産業

● 高度な専門スキルを有する

　  技術者集団

　  G o vTech東京の設立

● こども D Xを推進し 、

　  プッ シュ 型で子育てを支援

● 行政手続のデジタル化率

● ５ G 基地局3 31設置完了

「 つながる東京」の実現

デジタ ル

とう きょ う の木 魅力発信拠点
「 TO KYO  M O KU N AVI」

2024年9月

80 %

2020年9月

5%

75 p t

増
保育サービ ス

子育て相談

児童手当

健診

2023年

50 .8 %

2019年

33%

57.6 %

2023年2014年

21.6%

3 6 p t

増

17.8 p t

増

331
設置完了

331

2024年9月2020年度

10
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2023年

97.4 %

2013年

55.7%
4 8 ㎞

完成

● 都立の公園

　  東京ド ーム約4 0 個分を

　  新規開園（ 2 019 →2 02 4 年度末）

● 都心３ 区では大規模民間開発に

　  より 、6 万㎡の緑を創出
　 （ 2 019 年以降）

● 都営地下鉄では、全駅整備完了 ● 都市計画道路（ 2 016 →2 02 2 年度）

● 環状第2 号線・  

調布保谷線 

全線開通

東京の海の玄関口 “ 東京グリ ーンビズ”

の始動

都内地下鉄ホームド アの

整備

道路ネット ワークの

強化

● ブランド アイコン“ To k yo  To k yo ”

で東京の魅力を 世界にPR

● 伝統ある技、老舗の産品の価値・ 魅力

　  を“ 江戸東京きらり プロジェ クト ” で

　  東京を代表するブランド として発信

東京のブランディ ングを

推進

● CCBT
　 (シビッ ク・ クリエイティ ブ・ ベース

　 　 東京)を開設(2 02 2 年度）

 芸術文化の創造・ 参加機会を充実

アート と

デジタルテクノ ロジー

の活動拠点を 整備

文化・ スポーツ

交通・ まちづく り・ 緑

交通・ まちづく り・ 緑

観光 交通・ まちづく り・ 緑

観光 交通・ まちづく り・ 緑

● アニメ の展示拠点

　 「 アニメ 東京ステーショ ン」を

　  オープン (2 02 3 年度）  

● 世界中に根強いファンを持つ

　  日本のアニメ コンテンツの魅力

を 発信

アニメ 拠点を 整備

安全・ 安心に

東京2 02 0 大会を開催

東京2 02 0 大会の成功

レガシーを 発展

文化・ スポーツ

● 小型家電からメ ダルを製作

● 8 万人を 超えるボランティ ア

● 東京レガシーハーフ マラソ ンの開催

● 東京国際クルーズタ ーミ ナル

● 世界最大級の

　  大型クルーズ客船が寄港

● 晴海客船タ ーミ ナル

　  2 02 5 年6月から 受け入れ再開予定

▼
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セ ーフ  シテ ィ ～ 安 全・ 安 心 を 守 る 取 組 ～

こ れまでの取組と 成果

● 全国初・ 新築住宅等への

　  太陽光パネル設置などを  

義務付ける制度を創設

　 （ 2 02 5 年４ 月から 施行）

● 感震ブレーカ ーを対象世帯に

　  無償配布

● 東京と どまるマンショ ンへの

　  備蓄支援などマンショ ン防災を 強化

● 東京く らし 防災、東京防災の配布

気候変動対策を強化

災害への備えを強化水素エネルギーの

利活用を促進

省エネ家電の普及

モビリティ の脱炭素化

ゼロエミ ッ ショ ン ゼロエミ ッ ショ ン

ゼロエミ ッ ショ ンゼロエミ ッ ショ ン

● 電球のLED 化を支援

● ゼロエミ ポイント 事業推進 

エアコン、冷蔵庫、給湯器 など

● 都内乗用車新車販売の6 割超が

非ガソリ ン車に 
（ Z EVまたはHV車）

● バス、ト ラッ ク、ごみ収集車の 

ゼロエミ ッ ショ ン 化を推進

● 国産グリ ーン 水素を

　  都内で利用開始（ 2 02 3 年度～）

● 水素取引所の立ち上げに向けた

　  グリ ーン 水素ト ラ イアル取引

　  の実施

風水害に備える

まちづく り を推進

● 台風による浸水棟数

　  調節池等の整備により 、

　  同規模の台風で比較すると

　  5 0 年前から 被害が激減

防災強化の取組により 被害想定が大幅に改善

都市の強靱化・ 防災

都市の強靱化・ 防災 都市の強靱化・ 防災

● 死者数 ● 建物被害

● 都道における無電柱化の推進

　  センタ ー・ コア・

　  エリア内概ね

　  完了

14 年間で

2 5 年間で

● 住宅の耐震化率

● 木密地域の不燃化

設置に向けた支援を拡充
▼

2022年

約19 万棟6 ,148人

2012年 2022年 2012年

約30万棟9,641人

約3 ,5 0 0 人減 約11万棟減
15 .7

p t増

16 .5
p t増

約0 .1％

以下に

2017年
台風21号

35 棟

1966年
台風4号

41,953棟
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感染者数の水準

（ 人口10 0万人当たり ）

死亡者数の水準（ 人口10 0万人当たり ）

700 ,0 0 0

6 0 0 ,0 0 0

50 0 ,0 0 0

4 0 0 ,0 0 0

3 0 0 ,0 0 0

20 0 ,0 0 0

10 0 ,0 0 0

50 0 1,0 0 0 1,50 0 2 ,0 0 0 2 ,50 0 3 ,0 0 0 3 ,50 0
0

インド
イラン

スウェーデン

ド イツ

フランス

イタリア

イギリス

アメリカ日本

ニュージーランド

オースト ラリア

韓国

東京

「 東京モデル」の構築により

東京の感染者・ 死亡者数は世界各国と 比較し 低い水準に

多様化・ 巧妙化する犯罪への対応力強化

受動喫煙対策の強化高齢運転者による

交通事故防止

東京iCD Cの創設

● 都の効果的な感染症対策を支える

  ・ 医師や研究者など感染症対策の

    専門家によるネット ワーク

  ・ 科学的根拠や最新の知見に基づく

    都への助言や、

　  都民に対するわかり やすい

　  情報発信を行う

● 新型コロナ感染者数・ 死者数 ※202 3 年5月8 日時点

● テロ等への対処能力向上

  ・ テロへの対応力向上のため、先端技術を用いた解析装置等を活用

  ・ 最新の検知器材を導入し 、化学・ 生物等の現場検知の鑑識技術を強化

● サイバーセキュリ ティ 対策強化

  ・ 高度サイバー事案に対する解析機材の導入や

    サイバーセキュリ ティ 人材の育成

●「 東京都受動喫煙防止条例」 制定
（ 2 018 年7月条例公布）

● 屋内外公衆喫煙所整備や

　  中小飲食店等の喫煙専用室整備

　  などを補助

身近な犯罪への対策

● TO KYO こども 見守り の輪プロジェ クト

　  として、子供の安全対策に向けた

　  協定を商業施設の事業者等と 締結

まちの安全・ 安心

まちの安全・ 安心 まちの安全・ 安心

医療

医療 医療

● アクセル踏み間違え等に対応する

安全運転支援装置の導入に対する

補助を実施

　  交通事故を 防ぎ 
安全・ 安心な　 　 　 　 　 　 　 　
まちへ

▼

※補助は2021年度で終了
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い つ の 時 代 も 成 長 の 原 動 力 は「 人 」 で す 。 

「 人 へ の 投 資 」 を 一 層 加 速 さ せ る こ と で 、「 人 」 の 力 を 高 め 、

引 き 出し 、「 一 人 ひ と り が 主 役 に な る 社 会 」 へ と 、

東 京 を 進 化 さ せ て い き ま す 。

誰 も が 将 来 に 夢 や 希 望 を 叶 え 、

も っ と 一 人 ひ と り が 輝 く 東 京 へ



2 0 3 5 年はこう なる！ も っと よく なるための政策

政策目標

子供
（ Ch ild ren）

子供の笑顔を 育む、
チルド レン フ ァ ースト の社会

東京
もっと

よく なる

ビジョ ンの
実現へ

20 5 0
年代の

ビジョ ン

輝く 未来に向かう 子供の

「 伸びる・ 育つ」 を全力でサポート

#自ら の力で成長・ 発達する「 子育ち」

#自己肯定感・ 社会性を育む

子供の意見を聴き施策に反映する

取組が浸透
#こども 基本条例 #子供目線の政策 #こども 未来会議

#とう きょ う  こども  アンケート  #こども 都庁モニタ ー

不安や悩みを抱える子供と 家庭への

多様な支援
#ヤングケアラ ー #日本語を 母語とし ない子供 #不登校

#ひとり 親家庭 #児童虐待防止 # 障害児・ 医療的ケア児

子供を 大切にする
気運のさ ら なる高まり

こ ど も スマイルムーブメ ント

官民一体と なって
子供の社会参画機会

の創出や

多様な働きを推進

〈 参画企業・ 団体数〉

こども 未来
アクショ ン 2 02 5

「 とう きょ う  すく わく プログラム」 を  

都内全域に

●乳幼児の「 伸びる・ 育つ（ すく すく ）」と「 好奇心・ 探究心（ わく わく ）」を

応援するプログラム

子供たちに多彩な「 体験の機会」 を提供

●「 遊び場」や、スポーツ、芸術文化、デジタルなど 多様な「 体験活動」を提供

●「 職業体験」を 希望する中高生と 企業・ 団体とをマッ チングするウェブサイト を構築

きめ細かい相談体制や支援を強化

●障害児や病児など、幅広いニーズに対応するベビーシッ タ ー利用を支援

●児童相談所や一時保護所の体制強化

東京都こ ども 基本
条例 施行
2 0 21年４ 月

こ ども スマイルムーブメ ント  スタ ート
2 0 21年12 月

育児休業の愛称「 育業」を 決定
2 0 2 2 年６ 月

1,9 0 0

2025 年1月2021年12月

8 6 8

12

毎日たく さ ん笑っている子供の割合 

8 5 ％以上

自分の行動で社会を 変えら れると  

思う 子供の割合7 0 ％以上



2 0 3 5 年はこう なる！ も っと よく なるための政策

政策目標

子育て

13

望む人の「 叶えたい」 を 支え、
一人ひと り の自己実現を 応援

東京
もっと

よく なる

ビジョ ンの
実現へ

20 5 0
年代の

ビジョ ン

「 いつかは出会いたい、 結婚し たい」

と 望む一人ひとり の背中を後押し

#人生の一つのスタイルとしての結婚 #望む人の希望を叶える  

#ムーブメ ント の醸成 #多様な出会いの機会の提供

安心して妊娠・ 出産ができる

きめ細かいサポート を充実

#いつかは子供を産み育てたい #卵子凍結 #不妊治療への支援

# 安全・ 安心な妊娠出産 #キャリ アと の両立

子育てにかかる経済的・ 精神的負担を

徹底的に取り 除く

#もっと！子育てし やすい東京 #保育サービ ス充実 #育業

#子供の居場所 #保育料・ 授業料・ 学校給食費 #所得制限撤廃

TO KYO 縁結び 

（ A Iマッ チングシステム）

●結婚を望む人が安心して出会える機会を提供

● AI による相性の良い相手の紹介、
　 専門スタ ッ フによる悩み相談

無痛分娩を 選択できる環境を 新たに整備

●無痛分娩にかかる費用を 最大10 万円助成
　 （ 2 02 5 年10 月開始予定）

●無痛分娩を 行う 医療機関に対し 研修機会等を提供

都内全家庭の保育料等を 無償化

●国が措置を講じ るまでの間、保育所・ 幼稚園の第一子の保育料等の無償化を開始
（ 2 02 5 年9 月開始予定）

多様なニーズに応える子供の居場所づく り

●学童クラブの整備促進や児童館などの多様な居場所確保

●時間延長などのニーズを踏まえた「 東京都認証学童クラブ 制度」を創設

●始業前の小学校を 活用し た朝の子供の居場所づく り を支援

男性の育業取得率 

9 0 ％以上

学童の待機児童を  

2 02 7 年度末までに解消



■都立大等授業料の 

　 実質無償化

 （ 所得制限撤廃）

■「 海外留学の最初の

　 一歩」 を サポート する

　 都版海外留学制度

 （ 大学生等向け）

■教員・ 技術系職員

 （ 土木・ 建築・ 機械・ 電気）

　 向けの奨学金返還

　 支援

■無痛分娩助成

（ 2 0 2 5 年1 0 月開始予定）

■不妊治療費助成

■不育症検査費助成

■卵子凍結支援

■都独自の認証学童ク ラ ブ

■始業前の小学校で 朝の 

　 子供の居場所確保

■高校等授業料の 

　 実質無償化（ 所得制限撤廃）

■学校給食費の負担軽減

14

　 　 18 歳
　 　 以降

　 　 学齢期・
　 　 高校生

　 　 乳幼児期

■子育てし やすい住環境の整備

安全性や家事のし やすさ などへの配慮がさ れた「 東京こ ど もすく すく 住宅」 の認定

への事業者支援を 充実（ 改修補助率の引き 上げ、戸建住宅に対象拡大）

■国、区市町村、関係団体等と 連携し たこ ど も ＤＸ の推進

「 アプリ から 必要な情報が先回り で届く 」、「 マイナンバーカ ード で医療費助成等の申請が可能」、「 保育園探し から 入園まで

の手続き がオンラ イン で 完結するワンスト ッ プシステム」 など、 ＤＸ による 便利な子育て支援サービ スを 提供

妊娠期から 子育て期にわたる 様々な悩みに対する 専門的な 相談支援や、 妊産婦等に

対する育児用品や子育て支援サービ ス等を 提供

 民間活力を 活用し 、子育て 世帯等が住みやすい

 アフォ ーダブル住宅を 供給

■育児と 仕事の両立支援、育業の推進 ■こ ど も スマイルムーブメ ント の推進

望む人が安心し て子供を 産み育てるこ と がで き る よう 、出会い・ 結婚から 妊娠・ 出産、

子供の健やかな成長に至るまで、ラ イ フ ステ ージ に応じ てシームレスに支えていき ます。

■Ｔ ＯＫＹ Ｏ 縁結び

（ A Iマッ チングシステム）

■０ １８ サポート

所得制限なく 18 歳まで の子供に月額５ 千円支給

■医療費助成　 子供の医療費助成にかかる所得制限を 撤廃

■病児保育の推進　 病児・ 病後児保育施設の設置等を 促進、ベビーシッ タ ーを 活用し た

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 病児保育を 実施・ 検証 

国の施策につながっ た取組 国が措置を 講じ るまで の間実施

国の施策につながっ た取組

■婚活関連団体と 連携し た

婚活サービ スの紹介

■結婚おう えんイベント の 

開催

　 　 妊娠・
　 　 出産

　 出会い・
　 結婚

■東京都出産・  

　 子育て応援事業

■と う きょ う ママ 

　 パパ応援事業

妊娠時※

6 万円

出産後※

15 万円

1歳または 

2 歳前後

6 万円
2 0 2 5 年度より

5 万円U P

※妊婦のための支援給付（ 国制度）を 含む

東京都の少子化対策をご 紹介！

国が措置を 講じ るまで の間実施

第一子保育料等の無償化（ 2 0 2 5 年９ 月開始予定）
■第二子保育料等の無償化 ＋



2 0 3 5 年はこう なる！ も っと よく なるための政策

政策目標

教育

15

子供・ 若者が希望を 持って、子供・ 若者が希望を 持って、
自ら 伸び、育ち 、未来を 創造自ら 伸び、育ち 、未来を 創造

東京
もっと

よく なる

ビジョ ンの
実現へ

20 5 0
年代の

ビジョ ン

「 新たな教育のスタイル」を 都立高校から 展開

●学校内外でいつでも 学べ、教員が学びを 伴走できるよう 、学習状況を可視化し 、

主体的な学びをサポート

●都立高校で「 新たな教育のスタイル」を 各校の特色に応じ て展開するための

　 旗振り 役として、「 新たな教育のスタ イル」 の実施校（ 仮称） の開校を準備

世界で活躍できるグローバル人材の育成

●様々な海外交流プログラムを提供し 、世界を牽引していく 若者を支援

●起業家精神の醸成や理数教育等を推進

多様化する子供に応じ たきめ細かな教育の充実

●不登校の子供に向けた柔軟な学びの場「 チャレンジクラス」を拡大

●障害のある生徒と ない生徒が協働するインクルーシブな教育環境を整備

●子供・ 若者の社会性の発達につながる体験や交流などの活動を充実

東京都立大学の新学部開設

●幅広い教養・ 豊かな発想力・ 高度な語学力を

　 身に付けた人材を輩出するため、

　 国際系新学部を開設

 （ 2 02 8 年度開設を目指して準備）

●英語で学位が取得できる

　 全学的プログラムの導入

社会の変化に対応し た「 新たな教育の

スタイル」への変革やグローバル人材の育成

#国際感覚・ 英語力 #アント レプレナーシップ #理数教育

一人ひとり の個性や強みを 伸ばして 

自分らし く 成長できる環境を整備

# 教育D X #フリ ースクール #3 5 人学級

#チャレンジク ラス #インクルーシブ な 教育

学校現場の働き方改革を一層推進し 、  

教育の質を向上

# 教員等の負担を軽減 # 安心して働ける #外部人材

東京都立大学から世界の課題解決に

貢献する高度な人材を輩出

#国際化・ 留学促進 #研究力向上 # 博士人材の活躍

高校生３ 年次の英語力

CEFR A 2 レベル（ 英検準２ 級） 相当以上 8 5 ％

生成 AI を 利用している

都立高校生の割合10 0 ％



2 0 3 5 年はこう なる！ も っと よく なるための政策

政策目標

若者

16

「 自分の行動で社会を 変えら れる」 

と 思う 若者の割合 4 0 ％以上

都支援による留学生数 

累計2 6 ,0 0 0 人
※2 021年度～2 0 3 5 年度まで

将来を 担う 若者が希望に満ち 溢れ、将来を 担う 若者が希望に満ち 溢れ、
描いた夢を 叶えら れる描いた夢を 叶えら れる

東京
もっと

よく なる

ビジョ ンの
実現へ

20 5 0
年代の

ビジョ ン

若者の声を積極的に活かし 、

若者と と も に社会を変えていく

#自分の声が反映さ れていく 経験 

#声を聴く 仕組み # 若者の社会参画

若者の主体的なチャレンジを応援し 、

東京の活力を高める

# 世界へ羽ばたく  # 海外留学の最初の一歩 #奨学金返還支援

#アント レプレナーシップ＝起業家精神

悩みや不安を抱える若者一人ひとり の

社会的自立を切れ目なく 支援

#成人への移行期も支援 #一人で悩まない・ 相談体制

#居場所づく り

●若ぽた+

悩みを抱える若者が、自分に合ったサポート や居場所を  

いつでも どこでも 簡単に探せるポータルサイト

●きみまも ＠歌舞伎町

「 ト ー横」など歌舞伎町に集まる青少年・ 若者を対象とし た　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

総合相談窓口

●若ナビα

18 歳以上の若者や家族等を 対象とし た無料総合相談窓口

若者から のSO Sに寄り 添う

困難を抱える若者が集まる場所に出向いて声を聴く 仕組みをつく るほか、

関係機関やN PO などと 連携し た支援を実施

若者のチャレンジを応援

●より 多く の若者が「 海外留学の最初の一歩」を踏み出すきっかけづく り を

　 サポート する「 都版海外留学制度（ 大学生等向け）」を創設

●公立・ 私立学校教員や都・ 区市町村技術系職員（ 土木・ 建築・ 機械・ 電気）に対し 、

　 奨学金の返還を支援

●博士人材を政策連携団体等が活用する「 博士人材活用プロジェ クト 」

●起業等に関心のある学生が起業家等と 触れ合う 活動をサポート



2 0 3 5 年はこう なる！ も っと よく なるための政策

政策目標

女性活躍

17

誰も が自ら の生き 方を誰も が自ら の生き 方を
性別にと ら われず選択できる性別にと ら われず選択できる

東京
もっと

よく なる

ビジョ ンの
実現へ

20 5 0
年代の

ビジョ ン

意識改革を進め、女性活躍を阻む 

アンコンシャス・ バイアスを払拭

#アンコンシャス・ バイアス # 無意識の思い込み

#男らし さ・ 女らし さ は過去のも の # 誰も がなり たい自分に

# 社会のマインド チェ ンジ

世界から大きく 立ち後れる

経済の分野や意思決定の場で

女性活躍を強化

#明るい未来への原動力は女性の力 #条例 #東京都版クオータ 制 

# 年収の壁 #男女間賃金格差

ライフステージを通じ て、誰も が持てる力を

存分に発揮できる環境を実現

# 社会の働き方を 変革 #子育てや介護と の両立 #望むキャリ ア 

#家事・ 育児の役割分担

「 女性が活躍できると 思う 」 割合  

8 0 ％以上

家事・ 育児分担の満足度 

8 0 ％以上

女性の力を最大限引き出す

●条例の制定に向け、あるべき 姿等について検討を 進め、

　 女性活躍を強力に後押し

●「 年収の壁」の対策として、社会保険に加入し た非正規雇用者向けに手当等の

　 新設を行った企業への奨励金を支給

「 女性活躍の輪 〜 W o m en  in  Actio n 〜」を拡げ、

様々な主体と マインド チェ ンジを推進

●あら ゆる場面で女性が持てる力を 発揮できるよう 、

　 企業や自治体等と 連携し 、

　 女性活躍の輪（ W A ）を拡げ、

　 気運醸成を推進

W eb サイト「 TEA M 家事・ 育児」

●社会全体が家事・ 育児を「 TEA M 」として考え変えていく ための、

様々な情報やアド バイスを 発信

STEM 分野での女性活躍推進
● STEM（ Scie n ce ,  Te ch no lo g y,  En g in e e rin g ,  M a th e m a tics）

　 分野での女性活躍推進に向け、 女子中高生向けのオフィ スツアーを実施



2 0 3 5 年はこう なる！ も っと よく なるための政策

政策目標

働き方
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いつでも 自分ら し くいつでも 自分ら し く
ポジティ ブ に働き、活躍できるポジティ ブ に働き、活躍できる

東京
もっと

よく なる

ビジョ ンの
実現へ

20 5 0
年代の

ビジョ ン

時代の変化に対応して、  

生涯活躍できる働き方を実現さ せる

#手取り 時間 #ABW  #週休3 日制 #テレワーク  #家庭と の両立 

#学び直し  #成長分野への人材シフト  #生産性と 競争力

安心して働き 続けること のできる  

環境整備を加速

#ハラスメ ント 対策 #対等に取引可能な環境 #就業者の処遇改善

#東京都カスタ マー・ ハラスメ ント 防止条例

誰も が自ら の希望で、個性を活かして 

活躍できる社会をつく る

#自ら の希望で働く  #高齢者・ 外国人材の活躍 #兼業・ 副業  

#ソーシャルファ ーム #障害者雇用を充実

テレワーク 導入率  

8 0 ％以上

カスハラ の認知度  

9 9 ％

働く 場所や時間、 制度を 選べる環境の構築

●仕事の内容や目的に合わせて時間や場所を 選んで働く A BW の導入を目指す　 　  

都内中小企業に対し 、専門家による導入支援や、オフィ ス改修費を助成 

●週休３ 日制などの多様な勤務形態や、フレッ クスタ イム制、短時間正社員制度等

を導入し 、従業員の「 手取り 時間」を創出する企業を支援

働く 人を守り 、 安全で質の高い就業環境の整備

●カスタ マーハラスメ ント の相談窓口開設、企業や業界団体のカスハラ 防止対策に

奨励金を支給

●パワハラ やセクハラ などのハラスメ ント 防止に向けた取組を後押し

●フリ ーランスの就業環境整備や取引適正化に関する相談窓口を設置

リ スキリ ングでスキルアップ・ キャリ アアップを後押し

●企業への専門家派遣や奨励金により

　 従業員へのリ スキリ ング支援を後押し

●中小企業向けにD X 講習やフォローアッ プ 研修

　 により、D X人材育成を支援



2 0 3 5 年はこう なる！

政策目標

長寿
（ Chō j u）

19

心豊かに暮らし 、いつまでも 輝ける心豊かに暮らし 、いつまでも 輝ける
アク ティ ブ なCh ō j u 社会アク ティ ブ なCh ō j u 社会

東京
もっと

よく なる

ビジョ ンの
実現へ

20 5 0
年代の

ビジョ ン

介護基盤を 一層充実さ せると と も に、

介護離職防止に向けた働きやすい環境を 整備

# 介護職員の処遇改善 #DX活用 #ビジネスケアラーへの対応
# 企業への奨励金 # 相談員の配置

高齢者の多様な能力や経験を活かす支援

#シニアの社会参加・ 就労支援 #自分らしく 活躍できる場の創出

移動手段の多様化などにより 、  

活動の幅を広げ、健康を増進

# 移動制約者の増加 #自動運転 #地域における移動手段　 　 　 　  　 　 　 　  

#シニアスポーツ #健康づくり  # 介護予防・フレイル予防活動

単身高齢者や認知症のある人の 

様々な不安解消に向けた生活支援を推進

#高齢者に適し た住まい # 終活支援・ 見守り  #認知症と の共生

#エンディ ングノ ート  #デジタル遺産

高齢者が生き がいを感じ る 割合  

8 5 ％以上

経験を 生かし 、いつまでも 活躍できる

●5 0 歳以上のミ ド ルシニア世代のキャリ アシフト と 企業

等の人材確保を後押しするプラ チナ・ キャリ アセンタ ー

の取組を推進

●シルバー人材センタ ーによる、企業と シニア人材の

　 マッ チングを推進

必要な介護サービスを受けら れる

●国が措置を講じ るまでの間、介護人材の確保・ 定着に向けた

　 最大月２ 万円の居住支援特別手当支給

●介護職員等の昇給の在り 方を検討するため、介護事業所への調査を実施

おひとり さ までも 安心して暮らせる

●元気で自立し た高齢者がいきいきと 暮らせる住まいの普及促進

●高齢者の異変に早期に気付き、地域包括支援センタ ーや相談窓口につなぐ  

見守り サポータ ーの育成強化

アクティ ブ なシニアを支える移動支援

●コミ ュニティ バス、デマンド 交通、グリ ーンスローモビリ ティ 等、

　 地域ニーズに応じ た移動手段導入を支援

●シルバーパスのICカ ード 化や、制度見直し までの間の措置として

　 利用者の負担を 軽減



2 0

要介護　 　 　 フ レイルプレ・ フ レイル

いく つになっても 現役で 活躍で き るアク ティ ブ な C h ō j u 社会の実現に向けて、

高齢者の年齢や健康状態に合わせ、それぞれのステ ージ に応じ た施策を 展開

■デマンド 交通・ グリ ーンスローモビリ ティ 等、地域ニーズに応じ た移動手段の導入を 支援

■シルバーパスの利便性向上など に資する IC カ ード の導入や、高齢者の社会参加を 後押し する 観点から 、制度見直し まで の措置と し て 利用者負担を 軽減

■単身高齢者等を 対象に終活等に関する相談を 支援

■高齢者を 見守る 地域づく り（ 相談拠点設置、アプ リ の開発・ 提供）

■元気で自立し た高齢者がいきいきと 暮らせる住まいの普及促進

■5 0 歳以上の方々を 対象に認知症検診の受診を 推進

■認知症のある人の家族を支援するピ ア相談を 実施

■アプリ を 活用し た高齢者の健康づく り

■フ レ イル診断や保健指導を 行う 医師のサポート による 予防を 推進

■介護事業所における D X 人材の育成・ 機器の導入支援

■介護職員等の昇給の在り 方を検討するため、介護事業所へ調査等を実施

■潜在有資格者の再就業等の促進

■介護職員等への居住支援特別手当 ※最大月２ 万円

■訪問介護事業者への採用にかかる経費等を 支援

■社会参加のマッ チングを 支援するオンラインプラット フォームを提供

■都独自のプラ チナ・ キャリ アセンタ ーにより キャリ アシフト を 後押し

■生き がいづく り 創出のため、シニア向けスポーツ 交流大会を 開催

■シルバー人材センタ ーによる、企業と シニア人材のマッ チングを推進

■特別養護老人ホーム等の整備費補助

■区市町村による 建替・ 改修支援施設の整備を 促進

　 ミ ド ルシニア

　 元気高齢者

移動支援

生活支援・ 住まい対策

認知症施策

健康づく り

D Xを 通じ た負担軽減

介護人材確保・ 定着・ 育成活躍の場づく り

介護サービ ス基盤の整備



2 0 3 5 年はこう なる！ も っと よく なるための政策

政策目標

コミ ュニティ
（ Co m m un ity）

21

支え合いの輪を 広げ、支え合いの輪を 広げ、
「 つながり 」 を 実感できる 社会へ「 つながり 」 を 実感できる 社会へ

東京
もっと

よく なる

ビジョ ンの
実現へ

20 5 0
年代の

ビジョ ン

様々な主体と の連携を通じ て

地域コミ ュニティ を活性化し 、地域課題を解決

# 地域の力を 最大化 #町会・ 自治会 #交流の場としての銭湯　 　

#N P O・ ボラ ンティ アと の連携 #東京都つながり 創生財団

ボランティ アの気運を高め、

支え合う 文化を定着

#国際スポーツ 大会の機会を 活用 #ボランティ ア活動を 広げる

望まない孤独・ 孤立に陥ら ないよう 、

あら ゆる角度から 幅広い支援

#孤独・ 孤立は身近な問題 #一人ひと り に寄り 添う

# 誰一人取り 残さ ない #居場所づく り

# 複雑化する問題に分野横断的な対応

町会・ 自治会活動に参加している    

人の割合 5 5 ％

みんなの居場所 

2 ,4 0 0 か所

地域を支える多様なコミ ュニティ を 活性化

●区市町村と と も に、町会・ 自治会の加入促進に向けた取組を実施・ 検証

●町会と マンショ ン 等の合同防災訓練を支援し 、地域のつながり を強化

●SN S等を 活用し た広報を 通じ 、女性や若年層の消防団加入を 促進

ボランティ アへの関心度を向上

●世界陸上・ デフリ ンピッ クに向け、ポータルサイト

 「 東京ボランティ アレガシーネット ワーク」を活用し た気運の醸成

多様な居場所を創出

●地域の見守り 体制を 維持するため、民生・ 児童委員の活動費を拡充　

●居場所創出に取り 組む区市町村の先駆的・ 分野横断的な取組を  

ソフト ・ ハード 両面から 支援



2 0 3 5 年はこう なる！ も っと よく なるための政策

政策目標

共生社会

2 2

イ ン クルーシブシティ 東京はイ ン クルーシブシティ 東京は
多様な個性が輝き さ ら なる 高みへ多様な個性が輝き さ ら なる 高みへ

東京
もっと

よく なる

ビジョ ンの
実現へ

20 5 0
年代の

ビジョ ン

共生社会実現に向けた取組を

一層推進し 、環境整備を 促進

#共生社会の理解を 促進 #人権尊重の理念の実現

#障害の有無に関わらず #ソーシャルインクルージョ ン

#動物愛護管理 #環境整備を促進

最先端技術等の活用により 円滑な交流、      

移動等を実現

#ロボット・ 補助デバイス活用 #バリ アフリ ー  

#ユニバーサルコミ ュニケーショ ン

外国人も 、日本人も 、安心して暮らし 、

と も に活躍できる社会を 形成

#日本人も 外国人も  # 地域社会の一員として力を 発揮

#差異を認め合う

障害者雇用者数を   

6 0 ,0 0 0 人増加

外国人が身近に暮らしているこ と を  

当たり 前だと 思う 割合 9 0 ％

「 インクルーシブシティ 東京」の実現「 インクルーシブシティ 東京」の実現

働く
就労に困難を抱える方でも
誰も が活躍できる 場を整備

・ ソーシャルファ ームの創設や
活動を 促進

学ぶ
多様な学びの場を 備えた　 　

インクルーシブ な教育を推進

・ 特別支援学校と 都立高校の　 　
協働活動を推進

住む
住宅の確保に配慮が必要な方

が入居できる取組を推進

・ 東京さ さ エール住宅の　 　 　 　
供給を促進

楽し む
誰も がスポーツ・ 文化を　

楽し める環境を創出

・ デジタ ル技術も活用し た　
パラスポーツの機会を確保

暮らす
障害者や外国人等が地域で　
安心して暮らせる環境を 整備

・ 障害者の受入環境の　 　 　 　
整備

性的マイノ リ ティ

外国人

高齢者 子供

若者

女性

障害者



伝 統 と 革 新 が 共 存 す る 首 都 、東 京 。

東 京 の ポ テ ン シ ャ ル を 最 大 限 に 活 かし 、人 々 が 憩 い 、

豊 か に 暮ら す こ と が で き る「 世 界 が 憧 れ る 魅 力 あ ふ れ る 都 市 」 へ と 、

東 京 を 進 化 さ せ て い き ま す 。

東 京 の ポ テ ン シ ャ ル を 磨 き 上 げ 、

も っ と 活 力 溢 れ る 東 京 へ



2 0 3 5 年はこう なる！ も っと よく なるための政策

政策目標

イノ ベーショ ン が次々と 生まれ
世界の変革と 成長を 東京が牽引

2 4

20 5 0
年代の

ビジョ ン

東京
もっと

よく なる

ビジョ ンの
実現へ

スタ ート アッ プ

スタ ート アップが次 と々 生まれ育つ環境に 

向けて、支援のエコシステムを深化

#To k yo  In no va tio n  Ba se（ TIB）  # 幅広い支援 #結節点  

#官民協働 # 公共調達 #オープンイノ ベーショ ン  #成長ステージ

に応じ た支援

世界を席巻する東京発ユニコ ーンの輩出に 

向けて、飛躍的な成長を支援

# ユニコ ーン を 東京から  # 官民連携フ ァ ンド  # 資金供給支援 

#海外VCの誘致等グローバルプレイヤーと の連携

挑戦者が生まれ、  

応援さ れる気運を醸成

#イノ ベーショ ンが生まれる #アント レプレナーシップ 教育  

#世界で活躍するグローバル人材を育てる #応援する・ 応援さ れる

TIB を核とし たスタ ート アップエコシステムの拡大

●経営者等から将来有望なスタート アップへのメンタリング機会提供

●ディ ープテッ ク系スタート アップを対象としたイノベーショ ン施設の整備支援

To k yo  In no va t io n  Ba se

●スタ ート アップと アク セラレ ータ ーやV C、

大学など、国内外の様々なプレイヤーを

つなぐ 支援拠点

Su sH i Te ch  To k yo

●“ Susta ina b le  H ig h  City Tech  To k yo”  

持続可能な都市を高い技術力で 

実現するための取組

スタ ート アップ・ エコ システム 

ランキング世界 3 位以内

官民協働実践数1,0 0 0 件／年

アジア最大級のスタ ート アップカンファレンス 

“ SusHi Tech  To k yo”

●スタ ート アップや投資家、大企業、都市、学生など 国内外の多様なプレ イヤーの

議論や交流を 通じ てイノ ベーショ ン を 創出

ユニコ ーン創出に向けた施策展開

●著名な海外VC、アク セラレ ータ ーを呼び込み

●宇宙やディ ープテッ ク など特定領域に特化し たクラスタ ー形成を支援

2 4



2 0 3 5 年はこう なる！ も っと よく なるための政策

政策目標

世界で 最も 情報技術を 使い、
便利で 快適な「 スマート 東京」

2 5

20 5 0
年代の

ビジョ ン

東京
もっと

よく なる

ビジョ ンの
実現へ

デジタル

デジタ ルの力で都民のQ O Lをさらに高め、一人ひとり が輝く 社会へ

都民が便利で快適な 

デジタルサービスを展開

# 組織や分野の壁を 越える「 政策D X」 #オール東京のAI活用  

# 業務の垣根を 越えた業務改革「 BPX」 #デジタル三原則  

#「 東京アプリ」 #東京ポイント  #「 TO KYO ダッ シュボード 」

スマート 東京の基盤と なる  

高度な通信環境等を 整備

#「 つながる東京」 #災害時にも「 つながる」 #TO KYO  D a ta  

H ig hw a y #データ センタ ー # 衛星通信 # O p e n Ro a m in g 対応

W i-Fi

デジタルガバメ ント ・ 都庁の推進により 、  

オール東京のD Xを次のステージに

#デジタル人材 # 共通で利用するシステム・ デジタルツールの共

同化 # G o vTech東京 #人材シェ アリ ング #内製開発

都民のQ O L（ クオリ ティ・ オブ・ ラ イフ ）に貢献する 

スマート シティ の実現

●組織や分野の壁を越えた「 政策D X」を強力に推進

●AI等のテクノ ロジーを活用し 、都民の「 手取り 時間」の創出

デジタ ルの道「 TO KYO  D a ta  H ig hw a y」の構築

●いつでも 、誰でも 、どこでも 、何があっても 、「 つながる東京」を着実に推進

●携帯基地局の強靭化など、災害時等でも「 つながる」通信環境を確保

都政のQ O S（ クオリ ティ・ オブ・ サービス）を 

更に高める構造改革の推進

●都や区市町村が共通で利用するシステムやデジタ ルツール等の共同化

●デジタ ル人材の充実や区市町村や政策連携団体等のD X推進
行政手続のデジタ ル化

（ オンラ イン申請等）  

10 0 ％申請可能

キャッ シュレス決済比率  

8 0 ％に向上

様々な手続きやサービスの利用を一元化する「 東京アプリ 」を開発

2 0 2 6 年度2 0 2 5 年度

2 0 2 5 年
2 月

リリ ース

社会的意義のある活動等に東京ポイント を付与 段階的に 
機能拡充

STEP

1
STEP

3

マイナ認証の実装
STEP

2



2 0 3 5 年はこう なる！ も っと よく なるための政策

政策目標

サステナブルな 未来を 拓く
世界の金融ハブ・ 東京へ飛躍

2 6

20 5 0
年代の

ビジョ ン

東京
もっと

よく なる

ビジョ ンの
実現へ

アジアのイノ ベーショ ン・ 金融ハブの 

実現に向け、多様な取組を展開

#サステナブルファイナンス #フィ ンテッ ク 活用 #金融・ 資産運用

特区 #金融人材の育成 #金融関連プレイヤーの裾野拡大

グローバルスタ ンダード な 

ビジネス・ 生活環境を 整備

#高度外国人材 #外国企業誘致 #英語環境整備 #インタ ー 

ナショ ナルスクール誘致

国際金融都市・ 東京の強みを  

官民協働で世界に向けて戦略的に発信

#FinCity.To kyo  #国際金融プロモーショ ン #海外拠点とのネット

ワーキング

サステナブルファイナンス
●SD G s債や東京グリ ーン・ ブルーボン

ド 等サステナブルファイナンスの活用

を 促進

●官民連携ファンド の活用

世界に向けた戦略的な 

発信
●Fin City.To k yo

※
を中心とし た 

国際プロモーショ ン

●世界主要都市の金融関係者と の 

リレーショ ン強化

金融関連プレイヤーの 

裾野拡大
●金融・ 資産運用特区の活用

●EM P(新興資産運用業者育成 

プログラム)の普及促進

金融イノ ベーショ ン
●フィ ンテッ ク 企業の協業支援

●フィ ンテッ ク 企業の海外展開支援

●デジタ ル証券の発行支援

グローバルスタ ンダード な

環境づく り
●行政手続の英語対応の推進

●インタ ーナショ ナルスクールの誘致

●企業の英文IR開示を 促進

国際金融センタ ーランキング

（ 森記念財団、 Z /YEN 、 O FEX） 

圧倒的アジア 1 位

国際金融

※FinCity.To k yo …東京が世界に冠たる国際金融都市になること を目指し 、官民連携で取り 組む各種プロモーショ ン

活動を推進する組織



2 0 3 5 年はこう なる！ も っと よく なるための政策

政策目標

次の成長産業を 東京から 発信し 、
世界の経済を 力強く 先導

2 7

20 5 0
年代の

ビジョ ン

東京
もっと

よく なる

ビジョ ンの
実現へ

産業

成長産業への参入・ 投資を 進め、  

東京の経済を 活性化

#東京から 次の産業を 生み出す #G X・ D X #航空宇宙産業  

#中堅企業 # 大企業と の連携 # 植物工場

中小企業を支え、  

あら ゆる産業の成長を 促す

#生産性向上 #AI活用 #物価高騰対策 #人手不足対策  

# 海外展開支援 #農林水産業 #商店街振興

事業承継の基盤を確立すると と も に、  

新たな価値を創造する取組を支援

# 切れ目ない支援 # 後継者掘り 起こし  #事業承継マッ チング  

#第二創業 #東京の技術力を後世に

未来の競争力を高める産業への積極投資

●G Xスタ ート アッ プ 等が開発し た製品への需要創出をサポート し 、成長を支援

●航空宇宙産業などへの参入を支援

●CVC（ コ ーポレート ベンチャーキャピタル）と スタ ート アップ 等と のマッ チング支援

成長産業への参入・ 投資を促進

中堅企業の成長支援

●都内中小企業やスタ ート アップを 牽引する

中堅企業の新事業展開、事業多角化、研究

開発等を支援

大企業と の連携

●大企業の保有する設備の活用を 希望する

スタ ート アッ プ 等と のマッ チングを支援

大企業と の協働実績数累計7 0 0 件

東京産食材を 意識して購入する人8 5 % まで増加



も っと よく なるための政策中小企業を 支え、成長を 支援

次世代につないでいく 持続可能な農林水産業の確立

2 8

競争力強化と 生産性向上

●新たに必要と なる機械設備等の導入費用を助成

●中小企業のD X を 推進するため、窓口相談、伴走支援に

加えて、デジタ ル技術導入経費を支援

●海外展開を目指す中小企業に対し 、企業規模やステージに

合わせ進出検討から 実施まで支援

次世代につなぐ 農業

農地の保全

●農地の長期貸借を 促進

●農業体験農園の開設を推進

スマート 農業

●スマート 技術による新し い都市農業経営

モデル開発

東京産農産物のブランド 化促進

●レセプショ ン 等での情報発信を強化

森林循環の促進

花粉の発生を 抑える森林循環

●花粉の少ないスギ等への 

植替えを 促進

先進技術の効果的活用

●クラウド システムの活用や林業機械の導入

多摩産材等の魅力発信

●とう きょ う の木魅力発信拠点「 TO KYO  

M O KU N AV I」や「 M O CTIO N 」における魅力発信

持続可能な水産業

資源管理

●陸上養殖ビジネスモデル 

の創出

●海洋環境の変化に適応し た藻場造成を推進

●海水温、海流等予測システムによる漁場環

境情報を 発信

東京産水産物のPR・ 販路拡大

●子供たちへの出前講座など魚食普及の取組

事業承継への切れ目ない支援

●後継者の掘り 起こし から 経営の引継ぎに至る各段階のサポート を 一層推進すると と も に、

「 第二創業」など事業承継を 契機とし た新たな事業展開を支援

経営基盤の強化

●スタ ート アッ プ 等が提供する A I技術を 活用し た 原価管理

サービ ス等により 、中小企業の価格交渉や賃上げに向けた

準備を後押し

●ブラ ンド 力の向上に取り 組む商店街を 課題抽出から 実行

支援までト ータ ルにサポート

農林水産業の担い手確保・ 育成 東京の農林水産業の魅力をインフルエンサーやSN Sで広く 発信

後継者経営後継者確定後継者選択承継検討掘り 起こし

事業譲渡マッ チング支援
（ マッ チングプラット フォ ーム

を含む）
第
二
創
業
支
援

事
業
承
継
を
契
機

と
し
た
成
長
支
援

経
営
統
合
等
に
よ
る

産
業
力
強
化
支
援

●事業承継計画策定・ 実行支援
●事業承継支援助成金の拡充

（
譲
渡
側
） 

経
営
者

（
譲
受
側
） 

後
継
者

TO KYO 白馬の騎士ファンド

企業の理念に共感する友好的な
経営者を 社外から 迎え 入れた会
社に出資する と と も に、経営も
サポート

経営統合支援

アド バイザー巡回 ▶  計画策定支援 ▶  伴走支援

支援メ ニューはこ ちら  

東京都中小企業振興公社



2 0 3 5 年はこう なる！ も っと よく なるための政策

政策目標

旅行者を 魅了

訪れるたびに新し い体験や
発見がある 、世界を 惹き つける東京へ

2 9

20 5 0
年代の

ビジョ ン

東京
もっと

よく なる

ビジョ ンの
実現へ

観光

東京ならではの魅力やコンテンツを  

さ ら に磨き上げ、新たなにぎわいを創出

# 食 #芸術文化 #アニメ  # 江戸の歴史・ 文化 #豊かな自然 # 光  

#ナイト タイム観光 #東京の夜 #To k yo  To k yo

観光における持続可能性の確保に向け、

多面的な取組を推進

# 持続可能な観光 #サステナブルツーリズム # 混雑緩和 #環境

負荷低減 #旅行者と 住民と の良好な関係づく り  # 観光マナー

観光DXで事業者の経営力を強化、

旅行者の利便性を向上

# 観光D X # IoT・ A I・ ロボット  #多言語対応 #キャッ シュレス対応 

#アクセシビリ ティ 向上 #デジタルマーケティ ング

世界最高の観光都市としての地位を 確立

東京味わいフェ スタ

訪都外国人旅行者消費額 

6 . 3 兆円まで増加

訪都外国人旅行者 

4 ,0 0 0 万人まで増加

持続可能な観光 事業者の経営力強化

コンテンツの磨き上げ
●アニメ の活用など多様なツーリ ズム

世界一の美食都市
●世界中の人々が東京の多彩な「 食」

の魅力を 堪能

戦略的なプロモーショ ン
●東京のブランド アイコン“ To k yo  To k yo ” を  

活用し た東京の魅力発信

●データ を 活用し たデジタ ルマーケティ ング強化

快適に楽し める環境整備
●エンタメ チケット 購入の円滑化や障害のある方

も より 快適に楽し める環境整備

サステナブルツーリズム

●観光マナーなど意識啓発

●旅行者と 住民と の良好な関係づく り

観光D X

●デジタル技術による業務効率化・  

省力化

●多言語対応やキャッ シュレス対応など

旅行者の利便性を向上



地域に根ざし たナイト タ イム観光

多彩な夜間コ ンテン ツ

旅行者サポート

戦略的なナイト タ イム観光の推進 ～もっと 楽し い東京の夜へ～

●「 世界の都市総合力ラ ン キング（ 2 0 2 4 ）※」のナイト ラ イ フ 充実度で、3 0 位だった東京が一気に8 位へと 大きく 上昇し まし た

●東京には、食、映画、プ ロジェ ク ショ ンマッ ピ ングなどの光のコ ンテンツと いった、魅力的なコ ンテンツ が多数存在し ており 、 

　 こ れら 多彩な地域資源を 生かし 、まち のにぎわいの創出へと つなげます

3 0

も っと 楽し い東京の夜の広がり

地域の特色を 生かす

●繁華街から 豊かな自然まで多彩なそれぞれの

地域に根ざし た取組を 促進

プロジェ クショ ン 

マッ ピングの活用

●民間等と の連携により 、プ ロ ジェ ク

ショ ン マッ ピ ン グ を 都内で 面的・ 継

続的に展開

ナイト タイムの特別な体験

●美 術 館・ 博 物 館の開 館時間延 長やユニーク ベ

ニューの活用により 、多彩な夜の過ごし 方を提供

●大規模花壇のライト アップや庭園の夜間特別鑑賞

など 新たな楽し み方を提供

光の演出による新し い魅力

●建造物や桜・ 紅葉等の地域の魅力を

ライト アップ でさ らに引き出す

ナイト タイム× 

エンタメ

●歌舞伎など の舞台芸術や

アート 、エンタメ のほか、ス

ポーツ観戦なども 魅力的な

観光コンテンツ

ナイト タイム×食

●レスト ランから 路地裏の飲み屋街まで

東京の多彩な食の魅力を幅広く 紹介

効果的な情報提供

●ナイト タイム観光の情報発信やエンタ ーテインメ

ント の円滑なチケット 購入を推進

快適にナイト タイム観光を 楽し む 

環境整備

●多言語対応の推進や地域の実情に応じ た安全・  

安心の確保

地域住民や事業者と の意見共有

●住民の生活環境等への配慮や、住民と 事業者

の課題共有を 促進

光と 水による  

にぎわい

●臨海副都心における世界最

大級の噴水や、代々木公園

の水景施設など、光の演出

により にぎわいを創出

※森記念財団都市戦略研究所が2 0 2 4 年1 2 月発表

© TO HO  CO ., LTD .© TO HO  CO ., LTD .



2 0 3 5 年はこう なる！ も っと よく なるための政策

政策目標

東京発の洗練さ れた価値が
世界中の人々を 刺激し 、心を 潤す

　

31

20 5 0
年代の

ビジョ ン

東京
もっと

よく なる

ビジョ ンの
実現へ

文化・
エンタメ

東京のアート シーンを拡大し 続ける  

文化の好循環を創出

#芸術文化はく らし のインフラ  #まちなかアート  #個性に彩られた

都市 #身近に芸術文化に触れら れる #世界を魅了する創造性

東京の若き才能を育み、  

世界での活躍を 生み出す

#アーティ スト・ クリエイタ ー支援 #世界クラスの人材を輩出  

#創作環境を向上 #クリエイティ ブ分野を 発展

「 江戸から 続く 歴史・ 文化」を 発信 

すると と も に、世界遺産を目指す

#江戸の文化・ 伝統を後世へ #食・ 技術・ 文化芸能・ 史跡インフラ  

#ED O  #江戸東京博物館 #歴史的価値の磨き上げ

芸術文化で躍動する都市東京を 実現

●「 総合的な国際芸術祭」とし てプロモーショ ンを 展開し 、 

点在する個々のイ ベント を面で捉え、国内外へ一体的に発信

「 文化環境を 楽し む」 割合を   

7 5 ％以上へ向上

文化活動を行う 人の割合を   

4 0 ％以上へ向上

アーティ スト ・ クリエイタ ーの育成

●「 現代版ト キワ荘」で世界に羽ばたく アニメ ータ ー等を育成

●世界を舞台に活躍する映画人材輩出を目指す「 タレンツ・ ト ーキョ ー」を推進

●アーティ スト の創作活動スペース「 STA RT Bo x 」 の運営

江戸の歴史・ 文化の発信

●国内外へ江戸文化の魅力を 発信し 、ブランド 化を推進 

すると と も に、世界遺産を目指す

●江戸東京博物館のリニューアルの機を捉え、  

集中プロモーショ ン 等を実施

アト リエ シス 
《 エフェ メ ラル コレクショ ン》  

© 六本木アート ナイト 実行委員会



2 0 3 5 年はこう なる！ も っと よく なるための政策

政策目標

誰も がスポーツを 楽し む、
世界に誇れるスポーツ 拠点に発展

32

20 5 0
年代の

ビジョ ン

東京
もっと

よく なる

ビジョ ンの
実現へ

一人ひとり に合ったスポーツ機会の 

提供により 、生涯の健康・ 幸福度を向上

#スポーツ実施率・ 質の向上 #子供も 大人も スポーツ 好きに  

#ライフ ステージにあわせたスポーツ  #アスリ ート 支援

デジタル技術も 活用し 、誰も が分け隔てなく

スポーツを 楽し める環境を確保

#障害の有無や年齢・ 性別等を問わず #人と 人と のつながり  #パラ

スポーツ  #シニアスポーツ  #ユニバーサルコミ ュニケーショ ン

スポーツを支える基盤を構築し 、  

スポーツの力で東京を盛り上げる

#東京ならではの大会 #国際大会誘致 #スポーツの持続可能性 

# 安全・ 安心なスポーツ施設 # 地域の活性化 #まちのにぎわい

スポーツで輝く

●世界陸上やデフリ ンピッ クにおいて、子供に観戦機会を提供

●世界を目指す若手アスリ ート を応援するため、国内外での大会・ 合宿参加に伴う  

遠征費等を支援する制度を創設

スポーツでつながる

●パラリ ンピッ ク やデフリ ンピッ クの記憶を 継承し 、パラスポーツへの関心を高める  

メ モリ アルなイベント を開催

●シニア健康スポーツフェ スティ バルTO KYO を開催

スポーツを 通じ て幸福感を 感じ ている  

都民の割合を  8 0 ％に向上

都民のスポーツ実施率 7 0 ％以上を  

継続し 、 さ ら に世界最高水準に

スポーツ

スポーツでにぎわう ・ スポーツを支える

●2 02 5 年に開催さ れる世界陸上・ デ

フリ ンピッ クの成功に向けた取組を

推進

●「 東京マラソン」、 国際自転車 

ロードレース「 THE RO A D   

RA CE TO KYO 」開催

●国際スポーツ大会の誘致・ 開催を

支援 東京 2 02 5 世界陸上
大会ロゴ

東京 202 5 デフリ ンピッ ク
大会エンブレム



2 0 3 5 年はこう なる！ も っと よく なるための政策

政策目標

日本の成長を 牽引し 、
人がいき いきと 輝く 都市・ 東京

3 3

20 5 0
年代の

ビジョ ン

東京
もっと

よく なる

ビジョ ンの
実現へ

まちづく り・
住まい

魅力と 活力あふれる拠点と 景観の形成、  

歩いて暮らせるまちづく り

#東京の「 成長」と「 成熟」を支えるまち #人中心のまち  

#歴史・ 伝統を大切に守る #リメ イク  #ウォーカブル

最先端技術や新たなライフスタイルで 

未来を 切り 拓く まちづく り

#東京ベイeSGプロジェ クト  #先端技術実装 #多摩モノ   

#多摩ニュータ ウン  #子育て世代から 選ばれる

子育て世帯をはじ め誰も が 

安心して生活できる住まいを確保

#空き家など既存スト ッ ク 活用 #多様なライフスタイルに対応  

#民間活力 #アフォーダブル住宅 #リノ ベーショ ン

成長を支える多様な拠点の形成

●優良な民間開発を誘導し 、市街地の持続的な更新と 都市インフラ の整備を推進

●地域の特長を 生かし た多様な拠点形成、水や緑を感じ 楽し く 歩ける空間創出

人の生活の基盤と なる住まい

●民間活力を 活用し 、子育て世帯等が住みやすいアフォーダブ ル住宅を 供給

●空き 家など既存スト ッ ク の活用やリノ ベーショ ンによるまち づく り を 推進 

（ 東京版空き 家マッ プや、リノ ベーショ ンコ ンテスト による空き 家活用の 

ムーブメ ント の醸成など）

拠点タ ーミ ナル駅周辺を 再編 

新宿駅直近地区土地区画整理事業 概成 
（ 2 0 3 5 年度）

区市がリノ ベーショ ンによるまちづく り に 

取り 組む地区数15 地区（ 2 0 3 5 年度）

人や地域の個性に着目し た都市のリ・ デザイン

●駅周辺や道路空間のリメ イク 等により、ウォーカブルな空間・ まちを創出

●銭湯などの都民に身近な歴史的・ 文化的価値を有する建造物の保存・ 活用に 

向けて、魅力をPRすると と も に、保全等へ支援

銭湯商店街のにぎわいウォーカブルなまち
（ 画像提供）三菱地所株式会社



多摩地域

島し ょ 地域

区部

東京のまち はこう 変わる！

3 4

新宿駅周辺

国内外の人・ モノ・ 情

報が集まり 、交わる国
際交流拠点

神宮外苑

にぎ わいと 緑 豊かで

風 格と 活力を 兼ね備
え た 世界に 誇れる ス

ポーツ拠点

池袋駅周辺

劇場やホール、サブ カ

ルに 関する 施 設の集
積 等によ る 国 際ア ー

ト ・ カルチャ ー都市

島し ょ

自然の魅力や最先端
技術を 活用し 、ゆと り

ある暮らし ができ 観光

客も 惹きつける地域

多摩都市モノ レ ール 

沿線

多摩都市モノ レール延

伸部沿線における、森

に癒さ れ子供が輝き、
新たなラ イ フ スタ イル

を実現するまち

立川

利便性と レジリ エンス

を 高め、人・ モノ が自
由自在に交流するまち

多摩ニュータ ウン

子育て 世代から 選ば
れ、誰も が安心し て住

み交流できるまち

東京駅周辺

豊かな緑と 美し い景観を

備え た 風格ある 国際的
なビジネス拠点

品川駅周辺

リ ニア、羽田など 広域

アクセスの利便性を 生
かし た国際交流拠点

六本木・ 虎ノ 門駅 

周辺

国際色豊かな 施設等

が 充実し た 国 際ビ ジ

ス拠点

東京ベイ  
e SG プ ロジェ クト

ベイエリ アを 舞台に、

最先端技術の社会実
装を 進め、未来の都市

像を 発信

駅周辺

個性を生かし 、活力に満ちたサステナブルなまち

渋谷駅周辺

ファ ッ ショ ンやエンタ ーテイメ ント など、先進的

な文化の発信拠点

臨海部

都心部と の近接性、東京2 0 2 0 大会のレ ガシー

の集積等の強みを 生かし た、持続的成長を 牽引

する未来創造域



2 0 3 5 年はこう なる！ も っと よく なるための政策

政策目標

世界一のイ ン フ ラ が、
人を つなぎ、暮ら し を 支える

3 5

20 5 0
年代の

ビジョ ン

東京
もっと

よく なる

ビジョ ンの
実現へ

インフラ・
交通

世界最大の都市圏を支える 

交通インフラをさ らに強化

#道路ネット ワーク  #正確・ 安全な鉄道 #空港・ 港湾 # 混雑緩和  

#ホームド ア #バリ アフリ ー # 都営交通

誰も が移動し やすい交通環境の構築

# 歩き やすい  # 自転車も 快適 # 緑豊かで 魅力的な 道路空間 

#暮らし を支える #地域公共交通 #自動運転 #空飛ぶクルマ

将来にわたり 高度な都市機能を 維持する 　

担い手と 原動力を 確保

# 持続可能なインフラ  #A I・ D X #業務効率化 # 担い手確保  

#スマート なまちづく り  #円滑な物流 # 技術力の向上

安全・ 安心で快適な生活を支える 

道路環境の創出

●緑豊かで魅力的な道路空間の創出（ 安全で快適、街路樹の樹冠拡大）

●自転車利用環境の充実

●道路のバリ アフリ ー化

次世代モビリ ティ の社会実装

●自動運転導入を推進する 

区域を 都内各地へ拡大

●空飛ぶクルマの市街地への実装に

向け、官民共同プロジェ クト を推進

自転車歩行者道（ 江東区）

円滑な道路交通の実現 
混雑し やすい2 8 3 箇所（ 2 0 2 1 年度） 

　 　 約3 0 ％削減

空飛ぶク ルマの社会実装 
市街地における商用運航の実現(2 0 3 0 年度）

人中心
の道路

次世代

モビリ ティ



3 6

首都圏の交流を 生み出す高速道路

誰も が使いやすく スムーズな 

道路ネット ワーク 形成

●首都圏三環状道路の整備（ 外環道など）

●首都高の機能強化（ 日本橋周辺の地下化、高速晴海線の整備）

●骨格幹線道路の整備（ 環状第４ 号線、国分寺3・ 2・ 8 号線など）

●連続立体交差事業の推進（ 京王電鉄京王線（ 笹塚〜仙川）など）

都市間競争を勝ち抜く 空港・ 港湾の整備

●東京の玄関口と なる空港の機能強化 

（ 空港アクセスの強化、ビジネスジェット の受入拡大）

●世界ト ッ プクラスの効率性・ サステナビリ ティ を  

備えた東京港 

（ コンテナふ頭の整備・ 再編、カ ーボンニュート ラルポート の形成）

●東京港の観光受入機能の向上

都市活動や都民生活を支える

公共交通ネット ワークの充実強化

●鉄道ネット ワークの充実 

（ 東京8 号線の延伸、都心部・ 品川地下鉄、  

　 多摩都市モノ レール延伸（ 箱根ケ崎方面）など）

●乗り 換えし やすい交通結節点の形成、地域公共交通の充実・ 強化 

（ 公共交通への自動運転技術の導入など）

●多様な交通モード の導入（ デマンド 交通、舟運など）

都市の経済や暮らし を支える円滑な物流の確保

●輸送力不足への対応 

（ 再配達削減に向けた広報など 東京物流ビ ズの推進）

●ＤＸ を 活用し た物流の効率化 

（ コンテナタ ーミ ナル、市場での自動搬送技術拡大）

●新たな物流のあり 方の検討 

（ 自動運転、自動物流道路等を踏まえた検討）

●物流ボト ルネッ クの解消 

（ 高速道路料金所のETC 

 専用化、本線料金所の 

 早期撤廃）

国分寺3・ 2・ 8 号線

羽田空港

連続立体交差事業完了箇所
（ 京急空港線）

東京国際クルーズタ ーミ ナル 東京物流ビ ズ

道路

空港

港湾

公共

交通

物流

多摩都市モノ レール 舟運

© 観光汽船興業（ 株）



2 0 3 5 年はこう なる！ も っと よく なるための政策

政策目標

豊かな 緑と 水が織り なす
潤いと 安ら ぎの都市へ

3 7

20 5 0
年代の

ビジョ ン

東京
もっと

よく なる

ビジョ ンの
実現へ

緑と 水

今ある緑をまもり 、緑の減少に

歯止めをかけると と も に、新たな緑を創出

#東京グリ ーンビズ #まもる #育てる #活かす #今ある緑を未来へ 

#暑さ 対策 #グリ ーンインフラ  #生物多様性 #ネイチャーポジティ ブ 

#エコロジカルネット ワーク

水辺のにぎわい、魅力あふれる河川空間の 

創出、外濠の水質改善を推進

# 癒し の場 #まちに潤い # 水の都 #魅力あふれる河川空間  

#外濠浄化プロジェ クト  #玉川上水の保存・ 活用 #日本橋川

安全でおいし い水の安定供給と 水質保全に

よる健全な水循環を推進

# 安全でおいし い水 # 水道水源林 #小河内ダム  

#上水道・ 下水道施設の耐震化 #高度処理・ 準高度処理

東京グリ ーンビズの推進

●10 0 年先を見据え、都民や企業などと と も に、東京の緑を「 まも る」「 育てる」

「 活かす」 取組を 進めること により 、自然と 調和し た持続可能な都市を実現

緑の減少に歯止めを かける

●農地を 守る

●樹林地（ 屋敷林等）を 守る

●森林（ 水道水源林等）を 守る

緑の創出・ 適切な  

維持管理

●公園の整備　

●街路樹の充実（ 安全性や快適性の確保）

●まちづく り にあわせた、まちなかの緑の創出

緑の持つ多様な 機能や 

価値の活用

●グリ ーンインフラ の導入

●多摩産材の活用

●水辺に親し む空間づく り

保全地域の指定・ 公有化を   

約1,0 0 0 h a まで拡大
（ 2 0 5 0 年まで）

都立公園 累計2 ,18 8 h a   

海上公園 累計9 9 0 h aを 開園

東京グリ ーンビ ズ



3 8

藻場の創出

気候変動対策や生物多様性の確保、ウェ ルビーイングの向上等、都市における「 緑と 水」 の重要性はより 一層高まっている。  

今ある緑をまもり 、緑の減少に歯止めをかけ、緑の質・ 量と も に向上さ せ、また水辺の魅力を高めること で、魅力ある東京を実現していく

豊かな自然を
活用・ 発信

水道水源林の
保全

ウォーカブルな
水辺空間の創出

干潟の保全

海上公園の整備

外濠浄化

保全地域の 
維持管理

自然公園の保全

森林循環の促進

生産緑地・  
農地の保全

玉川上水の
保存・ 活用

都立公園の整備

屋敷林の保全

街路樹の適切な
維持管理

民間開発の緑の
創出

緑と 水のネッ ト ワーク

山梨県山梨県

東京都東京都

凡　 例

水源地域界

東京の森林・ 公園の面積（ 面積 h a ）

（ 水道水源林の範囲含む）

2 0 2 4 年4 月1日現在

森林

7 8 ,5 4 5

101,93 3

公園　 8 ,152

山梨県にある 
水道水源林

15 ,2 3 6

東京都にある 
水道水源林

9 ,9 47



あ ら ゆ る 危 機 から 都 民 の 命 と 暮 ら し を 守 る こ と は 最 大 の 使 命 。

「 備 え よ 常 に 」 の 精 神 で 、自 然 災 害 や 気 候 変 動 を はじ め と す る

様 々 な リ ス ク に 対し て「 強 靭 で 持 続 可 能 な 都 市 」 へ と 、

東 京 を 進 化 さ せ て い き ま す 。

強 靭 で 持 続 可 能 な 都 市 を 創 造 し 、

も っ と 安 全 ・ 安 心 な 東 京 へ



再エネの基幹エネルギー化 エネルギー効率の最大化

水素エネルギーの社会実装 サーキュラ ーエコ ノ ミ ーへの移行

2 0 3 5 年はこう なる！ も っと よく なるための政策

政策目標

ゼロ
エミ ッ ショ ン

東京
もっと

よく なる

■次世代型ソーラ ーセルや浮体式洋上

風力のギガワット 級ファ ーム、地熱な

ど多様な再エネの導入を加速

■既存住宅や賃貸住宅など 建築物の

省エネ・ 断熱化を 強化

■データ センタ ーの省エネ対策等を

推進

■サプラ イチェ ーン 全体での素材・ 製品

別の資源循環

■事業者マッ チング・ 情報発信強化によ

る事業者間連携の促進

■国内外サプラ イチェ ーン 構築、商用

モビリ ティ・ 産業分野で利用促進

■グリ ーン 水素のト ライアル取引を拡大

洋上風力イメ ージ

国内初のバス営業所内

水素ステーショ ン（ イメ ージ）

内窓による断熱化

従来の3 Rの取組に加え、

資源投入量・ 消費量を

抑えつつ、スト ッ クを有

効活用し ながら、サービ

ス化等を通じ て付加価

値を生み出す経済活動

サーキュラ ーエコノ ミ ー

気候変動への影響を最小限に抑えるため 

あら ゆる分野で適応策を推進

#TO KYO 強靭化プロジェ クト  #ヒート アイランド 対策 #緑化　 　

#「 暑さ 」 対策 #自然環境保全 #農林水産業

グリ ーン水素の社会実装化を加速

#グリ ーン 水素製造 #産業利用 # 水素供給体制構築

#商用モビリ ティ  # 水素取引所 #グリ ーンメタ ン

再エネ実装や省エネ強化等により 、  

脱炭素化と エネルギー安定供給を推進

# 太陽光発電設置義務化 # 浮体式洋上風力

#家庭や企業の省エネ #既存住宅断熱 #データ センタ ー

#サーキュラ ーエコノ ミ ー

温室効果ガスの削減（ 2 0 0 0 年比） 

6 0 % 以上削減

グリ ーン 水素供給体制の構築

・ 都内製造に加えて、 他県から の供給が拡大（ 2 0 3 0 年）
・ 海外を 含めた供給体制の構築（ 2 0 3 5 年）

脱炭素社会を 実現し 、
世界のネッ ト ゼロ 達成に大きく 貢献

20 5 0
年代の

ビジョ ン

ビジョ ンの
実現へ

4 0



2 0 3 5 年はこう なる！ も っと よく なるための政策

政策目標

都市の
強靭化

東京
もっと

よく なる

ビジョ ンの
実現へ

災害の脅威から 都民を 守る 、
世界で 最も 強靭な 都市へ

20 5 0
年代の

ビジョ ン

気候変動に伴う 降雨量の増加や

海水面上昇等を踏まえた

豪雨対策、高潮対策を強化

# 深刻化する気候危機 # 激甚化する風水害 #線状降水帯　 　

#豪雨対策 #グリ ーンインフラ  #高潮対策  #土砂災害対策

耐震化や無電柱化、木密地域を不燃化、

火山噴火時の降灰対策等を加速

#首都直下地震 # 建築物の耐震化 #不燃化 # 無電柱化

#富士山・ 島しょ 噴火 #降灰対策 #電力・ 通信の途絶

不安定な地政学リスクに伴う

緊急事態から 都民を守る備えを推進

#避難施設 #シェ ルタ ー #適切な避難行動の定着

都内全域で稼働中の調節池貯留量（ 累計） 

約 3 6 5 万㎥

無電柱化 

環状七号線の内側エリ ア完了

2 02 3 年度

プロジェ クト をアッ プグレ ード

●令和6 年能登半島地震の被害等を踏まえ取組を 強化・ 加速

★気候変動の深刻化等も 踏まえ

　 プロジェ クト を強化・ アッ プグレ ード

●暑さ や不安定な地政学リ スクに伴う 緊急事態などから

都民を 守るための備えを 強化

●不燃化や耐震化、マンショ ン防災等に取り 組む区市町村

や地域コミ ュニティ など多様な主体と の連携強化

2 02 2 年度

TO KYO 強靭化プロジェ クト 始動

●５ つの危機に対して、2 0 4 0 年代に目指す姿と 、方向性を提示

  「 風水害」「 地震」「 火山噴火」「 電力・ 通信等途絶」「 感染症まちづく り」

始動

アッ プ
グレード

事業の推進

不断の強化

TO KYO 強靭化プロジェ クト の推進

「 10 0 年先も 安心」を目指して、風水害や

地震、火山噴火など東京に迫る危機への

対策を強力に推進

TO KYO 強靭化

プ ロジェ クト 特設サイト
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環状七号線地下広域調
節池【石神井川区間】
（整備中）

神田川・環状七
号線地下調節池
（運用中）

目黒川流域調節池（仮称）
（事業中）

地下河川の事業化に
向けた取組を推進

白子川地下調節池
（運用中）

環
七
地
下
広
域
調
節
池

世界一安全・ 安心で 強靭な 都市を 実現
激甚化する 風水害、首都直下型地震、 火山噴火な ど の災害の脅威や、 気候変動により 一層厳し く なる 暑さ から

都民の命と 暮ら し を 守り 、首都機能を 維持

地下河川の検討イメ ージ

風水害

地震

無電柱化火山噴火 暑さ 対策

●環七地下広域調節池等を 連結し 、東京湾までつなぐ

地下河川の事業化に向けた取組を 推進

●高規格堤防の整備による、高台まちづく り

●気候変動を 踏まえた防潮堤の嵩上げ

●グリ ーンインフ ラ の導入拡大（ 公共施設に加え民間施設へ）

●土石流対策などの土砂災害対策の推進

●建築物やインフ ラ の耐震化（ 耐震化への支援拡充、都営地下鉄・ 浄水施設・ 下水道管等の耐震化）

●広域防災拠点へのアク セスルート と なる道路等の事業推進（ 中央南北線、首都高晴海線延伸など）

●まちづく りと 合わせた面的な液状化対策の促進

●新たな「 防災都市づく り 推進計画」に基づく 木造住宅密集地域の更なる 不燃化

●市街地の延焼を 遮断し 、避難路や緊急車両の通行路と も なる特定整備路線の整備推進

●D Xや体制強化によるスピード アッ プ

●区市町村の無電柱化を 積極的に後押し

●島し ょ の都道・ 村道の一体設計に着手

●宅地開発での実効性のある推進策を 検討

●道路の降灰除去を行う 体制の強化

●火山噴火に伴う 土砂災害の被害軽減対策を

支援するシステムを 構築

●島し ょ の避難円滑化

●緑陰の確保や都市緑化の推進

●遮熱性舗装や保水性舗装を 計画的に整備する、

道路のヒ ート アイランド 対策

3 0 8 m m

5 0 m m

2 8 4 m m

5 7 m m

2 8 8 m m

4 7 m m

総雨量

時　 間

3 ,117 戸
（ 8 5 ha）

4 6 戸
（ 4 ha） 0 戸

神田川・ 環状七号線地下調節池の整備効果

2 0 2 3 年
台風2 号

2 0 0 4 年
台風2 2 号

19 9 3 年
台風11号

一
期
事
業
完
成

（
１
９
９
９
年
）

二
期
事
業
完
成

（
２
０
０
８
年
）
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2 0 3 5 年はこう なる！ も っと よく なるための政策

政策目標

防災

マン ショ ン 防災力の向上

防災情報を

「 知る」

事前に

「 備える」

自ら の身を

「 守る」

地域防災力の強化

災害から 命を 守り 、
安全・ 安心＋快適に暮ら せる

20 5 0
年代の

ビジョ ン

一人ひとり の防災意識の底上げと

安全に在宅避難ができる環境を 整備

#日常備蓄 #防災ブッ ク  #家具類の転倒防止 

#防災アプリ入れていますか？ #東京マイ・ タイムライン

マンショ ンなどの防災力強化と

地域防災力の向上

# 都内では約9 0 0万人が共同住宅に居住 #町会・ 自治会

# 地域コミ ュニティ  #防災訓練 #東京と どまるマンショ ン

避難所の生活環境の向上や

防災DXを活用し た被災者支援の迅速化

# 被災者情報の一貫し た情報管理 #避難所運営体制強化

#災害時に利用可能なト イレ 環境の確保

自ら の命を 守る防災行動の実践率 

9 0 ％以上

防災訓練等延べ参加人数 

1,4 0 0 万人以上

●災害時でも 生活継続し やすい「 東京と どまるマンショ ン」 へ

の支援を 通じ て周辺地域と 連携

●エレベータ ー閉じ 込め防止対策や、閉じ 込めら れた場合の

備蓄資器材（ 防災キャビ ネット ）を支援

●町会・ 自治会と マンショ ン住民が合同防災訓練でつながる機会を創出

●町会・ 自治会の防災用備蓄倉庫の購入・ 修繕にかかる費用を支援

地域みんなで助け合う  ─共助 ─

自分の命は自分で守る  ─自助 ─

●「 東京都防災アプリ」で災害時に役立つ

コンテンツなど防災情報を 発信

●感震ブレ ーカ ーを設置し 、電気による

火災を防止

●「 東京備蓄ナビ」で必要な備蓄が学べる

東京
もっと

よく なる

ビジョ ンの
実現へ

4 3



も っと よく なるための政策

避難所の生活環境向上

災害時で も 利用で き るト イレ 整備

防災D Xの活用

災害対処態勢の強化

■雑魚寝の解消、温かい食事の提供、入浴環境の確保等

●簡易ベッド や屋内型間仕切り・ テント 、災害用温水シャワーなど避難所

環境整備に向け、区市町村を支援

●ホテルや旅館を要配慮者向け１ 次避難所などとして活用

●温かい食事の提供に向け、セント ラルキッ チンの活用や、キッ チンカ ー

など民間活力を 活用

●ペット 避難受入れルールの確立と 、

避難所での受入体制を 整える資機材

の整備に向け、区市町村を支援

●多様な避難者に配慮し た快適で衛生的なト イレ 整備を推進

●地域の実情に応じ て必要と なる様々な災害用ト イレ の整備に向けて

区市町村を支援

・ 携帯ト イレ

・ マンホールト イレ

・ ト イレカ ー

・ 自己処理型ト イレ  など

■被害状況の把握

●災害情報システム（ D IS)を再構築し 、災害情報の可視化により

災害対策オペレーショ ンを迅速化

●衛星画像を用いた被害状況の収集

■被災者の支援

●発災直後の安否確認から 復興

　 まで一貫し た情報管理を 行う

　 システムの構築を検討

■多摩地域の新たな防災拠点

●東京都防災センタ ー（ 都庁）の代替に

も なりう る防災拠点の整備

■帰宅困難者対策

●発災後の混雑状況や一時滞在施設を

リ アルタ イムに把握し オペレーショ ン

を高度化

都民の生命を守り 抜く  ─公助 ─

多摩広域防災倉庫

立川地域防災センターマンホールト イレ

4 4



2 0 3 5 年はこう なる！ も っと よく なるための政策

政策目標

まちの
安全・ 安心

住宅の
防犯

地域の
見守り

犯罪防止

犯罪、事故、火災等から 都民の命と犯罪、事故、火災等から 都民の命と
安全・ 安心な 暮らし を 守る安全・ 安心な 暮らし を 守る

20 5 0
年代の

ビジョ ン

防犯ボランティ ア登録団体数 

1,4 5 0 団体

特別区消防団の充足率   

9 0 ％以上

匿名・ 流動型犯罪グループから 都民を 守る

交通安全対策

●A Iにより 渋滞を予測・ 検知し 、自動で信号調整して円滑な道路環境を実現

●パーキング・ チケット 発給設備に空車情報を発信する機能を搭載

災害対応力の強化

●水や消火薬剤等による消火用ド ローンの研究開発

●航空機火災等に対応する、穿孔ノ ズル付大型化学車導入

●逃げ遅れ等を確認する検知・ 探査型ロボット を国内消防

機関初導入

多様化・ 巧妙化する犯罪に対し 、

的確な対応により 治安を確保

#凶悪犯罪・ テロ・ サイバー攻撃 #闇バイト・ 特殊詐欺　    

# 捜査体制を強化 #身近な犯罪対策 # 地域の見守り

重大交通事故を減少さ せ　  

安全で円滑な交通環境への取組を加速

#A I活用 #次世代交通管制システム #多様化するモビリ ティ 　 　

#高齢者の事故防止 #教育・ 啓発 #取締り の強化

火災や災害への消防活動力を強化

#車両・ 資器材を充実 # 新本部庁舎整備 #航空消防体制　 　

#119 番通報 # 消防団員募集 #火災予防体制を強化

安全・ 安心まちづく りを推進

するマスコット キャラクター

「 みまもりぃぬ」

●防犯カメ ラ、カメ ラ 付インタ ーホンなど

防犯機器の購入緊急支援

●AIを搭載し たモニタリ ングツールを

導入し 闇バイト の投稿を抽出・ 分類し

順次警告

●防犯ボランティアの見守り 活動強化

（ 青色防犯パト ロール車両の購入支援

など）

東京
もっと

よく なる

ビジョ ンの
実現へ

4 5



2 0 3 5 年はこう なる！ も っと よく なるための政策

政策目標

医療

誰も が住み慣れた地域で
安心し て必要な医療を 受けら れる

20 5 0
年代の

ビジョ ン

医療体制の充実と DXの推進により

医療サービスの質を高める

# 地域医療の確保 #疾病予防から 在宅療養まで安心　 　  

# 都立病院の機能強化 #電子カルテ #A I

119 番通報から治療までを 迅速に対応し

一人でも 多く の命を守り 抜く
#迅速に搬送できる救急体制 #高齢者救急

# 増大する救急需要 # 救急受入体制強化

未知なる感染症や大規模災害への

平時の備えをさ ら に充実　

# 新型コ ロナの教訓 #東京iCD C #有事にも 揺るがない　    

#人材育成 # 大規模災害への備え

電子カ ルテを導入 

全医療機関

救急隊の現場到着時間 

8 .5 分未満

医療サービスを充実

●医療機関と 連携して地域医療の充実や医療D Xの推進、予防から 在宅療養に

至るまで切れ目ない医療サービ スを提供

●民間病院等に対し 、高齢者や小児、産科、救急医療の患者の受入れを支援し 、

地域医療を 確保

救急基盤を強化

●救急隊の計画的な増隊

●救急外来に看護補助者を配置し 、高齢者受入体制を

強化

有事にも 揺るがない体制を構築

●感染症有事の臨時の医療施設運営などに向けた体制の構築

●災害に備え、モバイルファ ーマシーや衛星通信設備を 配備

在宅療養体制の構築

●24 時間診療体制構築を支援し 、  

住み慣れた地域での生活を確保

がん対策の推進

●陽子線治療施設の整備

●普及啓発による検診受診率向上

周産期医療の充実

●N ICU入院児と その家族の相談支援

●ド ナーミ ルクの利用・ 登録施設への支援

医療機関のデジタ ル化

●電子カルテの導入支援を拡充

●D X人材育成支援と 相談窓口設置

東京
もっと

よく なる

ビジョ ンの
実現へ
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2 0 3 5 年はこう なる！ も っと よく なるための政策

政策目標

多摩・ 島しょ

青梅

町田

4 7

地域の魅力にあふれ、
快適で 充実し た暮ら し を 叶える
行きたい・ 住みたい多摩・ 島し ょ

20 5 0
年代の

ビジョ ン

多摩・ 島し ょ 地域における

地域定住意向　 8 5 ％

地域の魅力を活かし 、

「 多摩」「 島しょ 」 を『 ブランド 』 に
#魅力をもっと 磨き上げ # 地域への愛着 #東京宝島

#豊かな自然 #歴史・ 文化 # 観光施設 # 食

生活に必要な機能が集積し 、スマート で     

快適な暮らし を実現

# 教育 #医療の充実 # 都心アクセス強化 # 地域を支える交通の

充実 #エネルギーの地産地消化 #デジタル活用

安全・ 安心で、美し い水と 緑に囲まれた

住環境を提供
#東京たまし ま移住定住 #子育てに優し い #ワーケーショ ン  

#空き家活用

地域特性やポテンシャルを活用し 、

新たな産業の発祥地へ
# 企業や大学の集積 #イノ ベーショ ン 創出 #中小企業 

#農林水産業 #多摩産材 # 植物工場 #陸上養殖

多摩の自然や地域の特色を 生かし たまちづく り

地域の多様な魅力と ポテンシャルを踏まえ、特徴を 生かし たまちづく り や、多摩都市

モノ レール延伸部沿線などのまちづく り を、地元自治体と 連携し ながら 推進

多摩地域の防災力強化

●立川地域防災センタ ー・ 多摩広域防災倉庫などの防災拠点の機能強化

●広域防災拠点へのアクセスルート と なる道路等の事業推進

●石神井川、柳瀬川等における調節池整備による洪水対策

移住・ 定住の促進

●暮らし 体験・ 空き 家見学ツアーや地域交流ワーケーショ ン体験ツアーを実施

●「 東京版空き 家マッ プ」を整備し 、都内空き家の活用を 促進

●空き 家活用の魅力発信や移住定住者向け空き 家改修への支援充実

中核的な拠点
枢要な地域の拠点
地域の拠点
広域的な道路・
交通ネッ ト ワーク

立川

八王子

多摩ニュ ータ ウン

東京
もっと

よく なる

ビジョ ンの
実現へ

狭山丘陵多摩都市モノ レール

南多摩尾根幹線



4 8

魅力あふれる 多摩づく り  ～緑のTA M A 手箱～

豊かな個性と 魅力を 磨き上げ、

人を 呼び込み、住みたい・ 働きたい・ 行きたい・ 遊びたい・ 泊まり たい・ 食べたいまち へ

緑あふれる良質な自然

江戸から 続く 歴史・ 新たな聖地

魅力を下支えする 利便性

企業や研究機関、大学の集積

住みやすさ

●都内の森林の約７ 割が多摩地域

●世界一の登山者数（ 年間約３ ０ ０ 万人）の

高尾山をはじ め、豊かな自然や公園が

身近に

●市民農園、農業体験農園等農地の広がり

●歴史・ 文化を感じ ら れる観光資源や、 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

街並みと 調和し た観光地も 多い

●アニメ 等の聖地も 点在

●都心から のアクセスが良好（ 立川－新宿間約３０ 分）

●地域を支える交通が充実（ 多摩都市モノ レールの延伸により さ ら なる向上が期待）

●道路ネット ワークの充実（ 高速道路網や都市計画道路の着実な整備）

●企業城下町と 工業団地がバランスよく 立地

   都内の製造品出荷額等は６ 割が多摩地域

●2 0 0 を 超える大学や研究機関が集積して

おり イノ ベーショ ンの創出にも 期待

●居住面積が広く 、快適な住まい

●自然が多く 子育てに適し た住環境

●移住支援に力を入れている自治体が増加

多摩の魅力

多摩のまちづく り 戦略（ 案） 多摩振興アクショ ンプラン（ 仮称）素案

成長と 成熟が両立し た多摩の実現を目指して、都の広域

的なまちづく り の取組を示すも の

概ね３ か年で実施する都事業、市町村等の主体的な取組

への支援策などの多摩地域の振興策を掲げるも の



も っと よく なるための政策

TO KYO

小笠原諸島

ビジョ ンの
実現へ！

49

島し ょ の魅力を 進化  ～東京宝島SH IN K A プ ロジェ クト ～

島しょ

地域への

アクセス

持続可能な島しょ 地域の実現

●島しょ の持続的発展や魅力の創造につながる町村の意欲

的な取組を支援

●空き家活用なども 含めた住環境の整備

●町村の地域の実情に応じ た移住定住の取組を支援

上質なサービスの提供

●上質な宿泊施設の誘致・ 整備等の町村の取組を支援

●ブランド 構築に向けた仕組みづく り や意欲ある事業者に

対する支援

●各国の要人が集う 機会を捉え、国際会議等で魅力を 発信

交通ネット ワークの整備

●ビジネスジェット 受入拡大に向け、ファムト リップや海外

見本市でのPR等を実施

●クルーズ船の誘致、スーパーヨ ット の寄港実現

先進的な取組

●デジタ ル技術を 活用し た地域主体の課題解決を推進

●W ebサイト・ SN S・ メ ディ ア等によるPR

ビジョ ンの
実現へ

東京竹芝 大島

高速ジェ ット 船で

約1時間45 分

調布飛行場 神津島

飛行機で

約 4 5 分

羽田空港 八丈島

飛行機で

約 55 分

島し ょ 地域の希少価値やポテン シャ ルを

最大限活かし 、住む人も 訪れる 人も 惹き

つける世界に誇るブランド に進化さ せる

大島

ジオサイト

父島

ウミ ガメ

母島

パッ ショ ンフルーツ

御蔵島

イルカ

八丈島

ホエールウォッ チング

青ヶ 島

世界が認める絶景

神津島

星空保護区

式根島

ワーケーショ ン

三宅島

雄大な自然環境

© 三宅島観光協会

新島

ガラスアート

利島

椿油



2 0 3 5 年はこう なる！ も っと よく なるための政策

構造改革

5 0

時代を 切り 拓く 変革が、
都民の生活の質を 高めている

20 5 0
年代の

ビジョ ン

「 手取り 時間」 と は・ ・ ・ 生活の充実につながる自由に使える時間

都政の構造改革を

次なるステージへ進化
# 組織・ 分野横断 #政策D X #１回で１か所で手続き 完了　  

#D Xは「 手取り 時間」を増やす #業務改革（ BPX※）を徹底
※BPX： Busine ss Pro cess Transfo rm a tio nの略。組織を 越えた業務

の変革・ 改善を 企図

時代の変化に応じ た社会構造の

抜本的改革

# 古い慣習を打破 #制度・ 規制の改革 

# 都が率先して課題に挑戦

強靭で持続可能な財政基盤を堅持
#政策評価・ 事業評価 #ワイズ・ スペンディ ング＝賢い支出     

#未来への投資 #成長が財源を 生む

浮いた通勤時間を 生かして生活を 充実さ せまし ょ う！

※ 年間 50 回 × 1 時間 35 分（ １日の通勤時間） ＝7 9 時間 ≒10 日分

アナログ環境から の脱却
（ ペーパーレス・ ＦＡ Ｘ レス等）

質の高いサービス提供
（ 行政手続デジタ ル化、窓口サービスの改善等）

組織・ 分野を越えた「 政策DX」
（ 国・ 区市町村・ 局間・ 政策連携団体と の連携等）

フェ ーズ1 .0

2 0 2 0 年8 月キッ ク オフ

フェ ーズ2 .0

フェ ーズ3 .0

都政の構造改革

「 シン・ ト セイ」 から

「 シン・ ト セイ X」 へ

都民が真に「 実感」できるサービ スの質の

向上へと 、さ ら なる飛躍を果たすため、

「 政策D X 」を柱に「 シン・ ト セイ X 」 へ進化　  

持続的な成長につなげる社会の構造改革

成長の障壁と なる構造的な課題に対し 、国家的な視点で改革に挑み、 　

国への要望などを行う と と も に、都自ら 率先して課題解決に取り 組む

週に１ 日テレワーク をすると

年間で10 日出勤分の「 手取り 時間」 増※

ＤＸ を 推進し「 手取り 時間」 を 増やす

都政の構造改革ポータ ルサイト

東京
もっと

よく なる

ビジョ ンの
実現へ



2 0 3 5 年はこう なる！

オール
ジャパン

51

全国各地と 共に支え合い発展する
「 共存共栄」 を 実現

20 5 0
年代の

ビジョ ン

東京と 地方と の共存共栄による「 真の地方創生」 で、日本全体の発展を達成
#東京は世界と 全国各地をつなげる結節点と なり、日本経済を 牽引 #共に栄え、成長していく

日本全体の成長促進 全国共通の課題解決

イノ ベーショ ン 創出

●To k yo  In no va tio n  Ba se（ TIB）や「 SusHi Tech  

To k yo」で全国のスタ ート アッ プや支援者を接続

し 、成果を世界に発信

DX をはじ めと する

技術・ ノ ウハウの共有

●G o vTech東京を通じ て創出し たデジタル公共財

や政策D Xなどの先駆的な取組を共有

全国各地の魅力発信

●日本各地の自治体と のタイアップで、双方の魅力

を発信し インバウンド 誘客と 地方への送客を促進

自治体連携による施策推進

●都内で国産グリ ーン水素の利用を拡大

●再エネ利用の利益を 他自治体の地域に還元

すると と も に都内事業者が再エネ調達し やすい

スキームを 調査

●各道府県と の個別施策の協定締結等により 連携

強化

全国連携による産業振興

●全国から 出展を募る展示商談会の開催等により

中小企業の販路を拡大し 、産業の活性化を促進

被災地復興支援

●復旧・ 復興支援と 、自治体連携の強化

●被災地の特産品や伝統工芸品を販売する物産展

を都内で開催し 継続的に支援

全国の産品の魅力発信

●農林水産物のPRイベント や、木材製品展示商談会

「 W O O Dコレクショ ン（ モクコレ）」の開催により

全国の産品の魅力を発信

東京
もっと

よく なる

東京と 地方と の

共存共栄



2 0 3 5 年はこう なる！

未来共創

子供を対象とした口の健康と 食育プログラムの開発

（ 東京科学大学・ 東京大学）

「 世界都市フォーラム」での発信

Chōju

Children

Com-
munity

52

20 5 0
年代の

ビジョ ン

多様な主体と の連携を強化し 、課題に対応
#区市町村  #民間企業・ 各種団体 # 大学 # 知見と ノ ウハウを集結 

# 都市の課題は複雑で多様 #東京が持つ集積メ リット を 活かして解決

世界の都市と の連携により 、共通の都市課題を解決
# 地球規模の課題は都市で先鋭化 # 知見の共有こそが解決のカギ 

#人材交流 #G -N ETS＝東京発の国際都市ネット ワーク

政策を 総動員し 持続可能な未来への軌跡を確立
# SD G s・ 持続可能な開発目標 #一人ひとり の行動変容 #2 03 0 年の先

区市町村と の連携による

「 ３ つのＣ 」 の推進

●区市町村と の緊密な連携の下、

Ch il d re n（ 子供）

Chō j u（ 長寿）

Co m m un ity（ つながり・ 居場所）

に関する先駆的・ 分野横断的取組を、

大学や地域団体などと 協働して展開

大学の知見や新たな発想を

都の政策へ

●「 大学と の定例懇談会」を設置し 、東京の

課題解決に向けて意見交換

●「 大学研究者による事業提案制度」や

　  「東京都と 大学と の共同事業」 等を 通じ 、

知見や発想を 都政に活用

国内外の総力を 結集し た

政策展開

●都民、区市町村、企業、大学などが一丸と

なり 、未来に向けて取組を推進

●国連の「 SD G sの先」 の目標づく り の議論

に参画、世界の発展と 国際目標の達成に

コミ ット

多様な 主体と の連携の深化が、
明るい未来を 創る

区市町村連携 持続可能な社会の実現

大学連携

東京
もっと

よく なる



ブ ロ ー ド リ ス ニ ン グ 都 民 の み な さ ま と と も に 創 る 新 た な 戦 略

5 3

ブロード リ スニングと は

●ＡＩ 技術を 活用して多く の人の意見や声を

収集・ 分析・ 可視化する手法

●社会課題が複雑化し 、価値観が多様化す

る中、多く の方の意見を 戦略の策定に活か

すため、ＡＩ エンジニアの安野貴博氏の技

術的サポート のも と 、ブ ロ ード リ スニン グ

を導入

●集まった意見をＡＩ が分析し 、類似し た意見を3 0 のグループに分類

●グループごと に意見をマッ ピ ングし 、色分けして可視化

都民が関心を持っている事項や課題が浮き彫りに

都民の関心事項に沿った内容と なるよう 政策体系を見直し（ 政策分野の新設・ 充実）

災害対策強化

安心・ 安全な 
共生社会

高齢者と  
共生する社会

子育て支援と  
子供の安全

子育て支援

教育改革と  
子ども 支援

少子高齢化と 経済
問題

住みやすさ と
安心 少子高齢化対策

子育て支援

環境共生都市

住みやすい 
緑豊かな都市

経済と 文化の 
融合環境保護と  

緑化

環境保護と  
ゴミ 削減

都市農業と  
食料自給率向上

環境・ エネルギー 
持続可能性

交通インフラ の
充実

未来の 
交通技術

自然共生 
都市

A I・ ロボット  
共存社会

未来の東京

高齢者と  
若者の共生

人口減少と  
少子高齢化

災害対策と  
気候変動対応

経済的格差と  
治安悪化

停滞と 懸念

治安と  
安全対策

学校の始業時間の 
遅延

学校の始業時間の 
見直し



5 4

●少子化対策により 子供2 人や3 人の家庭が普通に

なっている

●副業O Kな職場が増え、本業副業問わず、保育士の

年収がアップ

●ＧＤＰ のト ップに君臨する社会

少子高齢化と 経済問題

●AIと 人の共生が進んでいる

●ロボット やA Iが日常生活の多く の場面で活用さ れ

ていると 思います。介護や医療、サービ ス業などで

のロボット の利用が一般的になる

●メ タバースが日常生活に深く 浸透し 、バーチャルリ

アリ ティ を 通じ て仕事や教育、娯楽が行われるよう

になる

A I・ ロボット 共存社会

●交通渋滞は解消さ れ、道路も 大半の都市計画道路

が完成

●満員電車が改善さ れ、誰もが暮らし やすい街

●一時間通勤圏の拡大化（ リ ニア通勤圏）と 通勤日

数の縮小

●交通網はより 効率的で環境に優し い電動化が進み、

混雑や騒音も 減少

交通インフラ の充実

●世界一実験的で挑戦的な都市

●温暖化や気候変動の課題を 乗り 越え、自然と 共生

する豊かな環境都市

●多様性と 共生を 重視する 社会になっている。外国

人労働者や多文化共生が進み、国際都市とし ての

魅力がさ らに高まっている

経済と 文化の融合

●誰も がポジティ ブ で 働き がいを 持って活躍できる

社会

●多種多様なバッ ク グラ ウンド を持つ人々が、不自由

さと 不平等さ を感じ ること なく 生きていける都市

●治安が良く 、誰も が心穏やかに、自由に暮ら せる

社会

安心・ 安全な共生社会

●基本的なラ イフ ラ イン など 既存インフ ラ が確実に

アップデート さ れ、その上で災害に強く 人にやさ し

い新たな交通、住宅地、オフィ ス街、ショ ッ ピ ング街

などが整備さ れている

●あら ゆる危険や災害から 都市や住民を 守り 、世界

のどの地域から も 魅力を 感じ ら れる 都市や街に

なっている

災害対策強化

●緑や水が豊かで、心休まる街

●自然保護と 都市開発が融合している

●より 効率的に生活ができるよう になり 、環境に配慮

し たエコ な生活になっている

●世界の中心都市として、公共インフ ラ が発達し 、ス

ムーズな往来ができる便利な都市　

住みやすい緑豊かな都市

●医療・ 福祉の充実が図ら れ、最新の医療技術やA I

を 活用し た診断システム、在宅ケアの充実により 、

すべての市民が安心し て生活できる 環境が整えら

れている

●高齢者が仕事を 引退し て豊かなセカンド キャリ ア

を 送っている

●老いも 若きも 楽し く 生き 生きできる街

高齢者と 共生する社会

●地球環境に負担の少ないエネルギーが普及し 、生

物や自然が存続・ 共存する豊かな東京

●カ ーボンニュート ラルが達成さ れ、再生可能エネル

ギーの普及と ゼロエミ ッ ショ ン化が進み、電気自動

車や自転車が主流と なり 、空気の質も 改善

●すべての車がBEV※になっている

環境・ エネルギー持続可能性

2 0 5 0 年代の未来の姿のアイデアを 紹介

※BEV…バッテリ ー式電気自動車

5 4
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記事内容の抜粋と 現代社会の状況
【 19 01年1月2 日発行】

【 19 01年1月3 日発行】

〈 無線電信及び電話〉

「 電信電話は一層進歩して只だに電信のみなら

ず、無線電話は世界諸國に聯絡して東京に在

るも のが倫敦紐育にある友人と 自由に対話す

ることを得べし 」

固定電話や携帯電話が大衆化し た

だけでなく 、今では、スマート フォン

が広く 普及し 、スト レスフリ ーに対

話が楽し める 社会が実現

〈 遠距離の写真〉

「 數十年の後鷗州の天に戰雲暗澹たること あら

ん時東京の新聞記者は編輯局にゐながら電氣

力により て其状況を早取寫眞と なすことを得

べく 而して其寫眞は天然色を現象すべし」

インタ ーネット やメ ールが普及し 、

遠く で撮った色鮮やかな写真を瞬

時に送付すること ができる社会が

実現

〈 暑さ 寒さ 知らず〉

「 新器械發明せられ暑寒を調和する爲に適宜の

空氣を送り出すことを得べし 」

エアコンなどの開発・ 普及により 、

温度湿度をコ ント ロールし ながら 、

快適に過ごせる 社会が実現

〈 買物便法〉

「 寫眞電話により て遠距離にある品物を鑑定し

且つ賣買の契約を整へ其品物は地中鐡管の裝

置により て瞬時に落手することを得ん」

テレビ 会議やネット ショ ッ ピ ングが

普及し 、バーチャル世界を 通じ て、

買物が楽し める 社会が実現

こ れ ま で に な い 発 想 で 未 来 を 展 望 す る

約12 0 年前、19 01（ 明治3 4 ）年１月２ 日と３ 日発行の報知新聞では、電気通信、運輸、軍事、医療、防災など 2 3 項目について、

2 0 世紀中に実現するであろう 科学技術と 生活の内容を、大胆に予想していまし た。

政府の科学技術白書によると 、予想のう ち12 項目が実現、５ 項目が一部実現していると さ れています。



5 6

こ れまで の延長線にと ら われない発想で 未来を 展望する試みの一つとし て、生成A Iを 活用し て10 0 年後の未来予測を 行い、

「 2 2 世紀の予言」とし てまと めまし た。

予言の例 概要

人類総満腹社会
細胞農業などの技術で人工的に食肉や野菜を製造する工場が普及し 、 栄養価の高い食べ物が効率的かつ大量に生産さ れ、 世界の食糧問題や飢餓問題が
解決する

ゴミ が消えるゴミ 箱 家から 出るゴミ はすべて自動で 分別・ 資源化し 、 新たな製品に再利用さ れる。 都市全体の自動化リ サイクルシステムにより 、 廃棄物が完全にゼロになる

健康に1 2 0 歳まで死ねない
遺伝子治療と 再生技術で、 失われた体の機能や臓器が細胞レベルで修復する。 体力や免疫力が維持さ れ、 病気リスクも 軽減することで健康寿命120 歳が
実現する

天気を操る 干ばつに苦しむ地域に雨を降らせたり、 日差しを制御して気温を下げたり、 台風のエネルギーを巨大風力発電機で吸収するなど、 荒ぶる天気から人々を守る

住所は竜宮城
陸では味わえない海の幸や深海の資源・ 海洋エネルギーを活用し た新し い自給自足型の海中都市で、 海の生物を身近に感じ ながら、 時が経つのを忘れる
ほど快適な暮らしが実現

テレパシーで意思疎通 脳波を使ったコミ ュニケーショ ンにより、 異なる言葉で話す人や、 ペット ・ 昆虫・ 花などの動植物とも 、 言語や種族の壁を越えた自由で豊かな交流が実現する

生成A Iを 活用して10 0 年後の未来を 予測「 2 2 世紀の予言」
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